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置
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
防
災
情
報
を
お
伝
え
す

る
と
き
は
、
親
局
か
ら
発
信
さ
れ
た

情
報
を
、
各
拡
声
子
局
（
48
カ
所
）

の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
放
送
し
ま

す
。

　

ま
た
、
移
動
系
無
線
機
に
よ
り
、

役
場
か
ら
消
防
指
令
車
や
公
用
車
等

と
の
無
線
通
話
を
行
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
シ
ス
テ
ム
と
は
、
一

定
数
の
周
波
数
を
多
数
の
利
用
者
が

共
同
で
利
用
す
る
Ｍ
Ｃ
Ａ
方
式
（
※
）

を
採
用
し
た
業
務
用
無
線
シ
ス
テ
ム

で
す
。

※
Ｍ
Ｃ
Ａ
方
式　

M
u
lti C

h
a
n

n
e

l 

A
c
c
e

ss S
yste

m

の
略　

複
数

の
周
波
数
を
多
数
の
利
用
者
が
効
率

よ
く
使
え
る
業
務
用
無
線
方
式
の
一

つ
で
す
。
混
信
に
強
く
、
無
線
従
事

者
の
資
格
が
必
要
な
い
な
ど
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
大

規
模
災
害
。
災
害
時
に
は
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
有
線
に
よ
る
通

信
回
線
が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
桂
川
町
で
は
、
災
害
時

の
避
難
勧
告
な
ど
の
重
要
な
防
災
情

報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
提
供
す
る
た

め
、
防
災
無
線
（
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
）
を

設
置
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
は
、
11
月
か
ら
平
成
25

年
３
月
ま
で
で
、
運
用
開
始
は
平
成

25
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
工

事
期
間
中
、
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

防
災
無
線
と
は
、
防
災
情
報
を
同

時
・
一
斉
に
放
送
す
る
設
備
で
、
役

場
に
親
局
、
町
内
の
公
共
施
設
や
各

地
域
の
公
民
館
等
に
拡
声
子
局
を
設

設
置
の
目
的

　

防
災
無
線
は
、
災
害
時
の
防
災
情

報
だ
け
で
は
な
く
、
平
常
時
も
必
要

な
行
政
情
報
や
各
地
域
の
行
事
等
を

放
送
し
ま
す
。

災
害
時
の
放
送

○
災
害
に
よ
る
避
難
勧
告
等

○
町
民
の
生
命
、
財
産
又
は
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
緊
急
性
が

あ
る
と
き

○
防
犯
上
必
要
が
あ
る
と
き

平
常
時
の
放
送

○
行
政
情
報
の
周
知

○
各
地
域
の
公
共
的
行
事
の
周
知

○
防
災
訓
練

○
定
時
放
送（
定
刻
に
音
楽
を
流
す
）

○
そ
の
他
重
要
な
お
知
ら
せ
な
ど

※
町
か
ら
避
難
勧
告
等
が
な
い
場
合

で
も
、
浸
水
が
始
ま
る
な
ど
身
に

危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
き
は
、
自

主
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
総
務
課 

庶
務
係

　

☎
６
５
・
１
１
０
０

役
場
か
ら
の
放
送

○
役
場
か
ら
各
地
域
の
公
民
館
等
に

設
置
す
る
拡
声
子
局
に
、
一
斉
放

送
・
グ
ル
ー
プ
放
送
・
個
別
放
送

が
で
き
ま
す
。

○
役
場
か
ら
携
帯
型
移
動
局
に
、
一

斉
放
送
・
グ
ル
ー
プ
放
送
・
個
別

放
送
が
で
き
ま
す
。

各
地
域
の
公
民
館
等
か
ら
の
放
送

○
各
地
域
の
公
民
館
等
に
設
置
す
る

拡
声
子
局
の
放
送
用
ア
ン
プ
に
よ

り
、
当
該
子
局
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
放
送
で
き
ま
す
（
自
局
放
送
）。

○
各
地
域
の
公
民
館
等
に
設
置
す
る

拡
声
子
局
の
放
送
用
ア
ン
プ
に
よ

り
、
当
該
子
局
及
び
隣
接
す
る
公
民

館
等
の
子
局
（
自
主
防
災
区
等
）
の

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
で
き
ま
す
。

非
常
時
の
無
線
通
信

○
災
害
時
に
、
通
信
手
段
と
し
て
、

相
互
に
無
線
通
信
が
で
き
ま
す
。

防
災
無
線
を

設
置
し
ま
す

防
災
無
線
と
は

Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
シ
ス
テ
ム

様
々
な
放
送
が
可
能

平
常
時
も
放
送
し
ま
す

【携帯型移動局】

【携帯型移動局】
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【子局スピーカー局】
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）））

【子局スピーカー局】

）））
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【子局スピーカー局】

）））

）））

【子局スピーカー局】

）））

）））

【子局スピーカー局】

地域の公民館等
【拡声子局】

）））

）））

地域の公民館等
【拡声子局】

）））

）））

桂川町役場
【親局】

）））
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02 一般会計歳入
自主財源は１／３、依存財源が２／３

　平成 23 年度の一般会計の歳入は 54 億

3,934 万円でした。その内訳は、国や県等

に頼った依存財源が約 67.2％、町税などの

自主財源が約 32.8％となっています。前年

度と比較すると、自主財源が 1 億 7,237 万

円（約 2.4％）増えています。しかし、自

主財源には全体の約 3.8％にあたる前年度

からの繰越金（２億 768 万円）等が含まれ

ているので、実際の町税などの収入は、約

29.0％という状況です。依存財源の中で最

も多い割合を占めるのが地方交付税で、20

億 8,772 万円、歳入全体の約 38.4％を占

めています。

01 一般会計の決算額
前年度に比べて約１億 5,912 万円の増額

　平成 23 年度決算が、９月定例議会で認定されました。歳

出総額は、前年度に比べて１億 5,912 万円の増額となり、そ

の主な理由は、桂川駅の利便性を高めるための駅前広場の改

良工事、桂川中学校のグラウンド拡張工事の支出などが挙げ

られます。今後の財政運営については、無駄な歳出について

は徹底的に省く行財政改革を行いつつ、より財政の安定化を

推進していく必要があります。

平成 23 年度

一般会計の決算額（万円未満は四捨五入）

歳　入　54 億 3,934 万円
町民１人当たり 38 万 4,107 円

（前年度：37 万 2,017 円、1 万 2,090 円増）

歳　出　52 億 4,599 万円
町民１人当たり 37 万 453 円

（前年度：35 万 7,425 円、1 万 3,028 円増）

差引残額　 1 億 9,335 万円

※平成 24 年３月 31 日現在の人口１万 4,161 人で算定

03 一般会計歳出（内訳）
民生費約 37.7％についで総務費が約 15.2％

民 生 費　19 億 8,007 万円（37.7％）

総 務 費　 7 億 9,821 万円（15.2％）

公 債 費　 5 億 2,725 万円（10.1％）

教 育 費　 5 億 555 万円（ 9.6％）

衛 生 費　 4 億 6,496 万円（ 8.9％）

土 木 費　 3 億 7,361 万円（ 7.1％）

消 防 費　 2 億 3,968 万円（ 4.6％）

農林水産業費　 2 億 338 万円（ 3.9％）

議 会 費　 8,695 万円（ 1.7％）

労 働 費　 4,809 万円（ 0.9％）

商 工 費　 1,804 万円（ 0.3％）

災害復旧費　 20 万円（ 0.0％）

【衛生費】保健衛生、公害対策など、安全で衛生
的な生活環境を保持するための経費

【土木費】道路や、公園整備などに要する経費

【農林水産業費】農林業の振興に要する経費

【商工費】商業や工業の振興などに要する経費

【民生費】高齢者や児童、障がい者などの福祉全
般の事務や事業に要する経費

【総務費】戸籍住民、課税徴収、選挙や庁舎管理
など、町の総括的な事務に要する経費

【公債費】町道や文教施設、消防施設など臨時に
多額の費用を要する事業を行うために借りたお
金を、返済する費用

【教育費】学校運営や公民館、図書館、スポーツ
施設など教育全般の事務や事業に要する経費

【主な用語の説明】

平
成
23
年
度 

決
算
報
告

〝
町
の
家
計
簿
〟チ
ェ
ッ
ク
!!

　
〝
決
算
〟
は
、
１
年
間
に
税
金
な
ど
の
収
入
が
い
く
ら
入
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
〝
町
の
家
計
簿
〟
で
す
。

　

こ
の
〝
町
の
家
計
簿
〟
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
に
町
が
使
っ
た
お
金
（
歳
出
）
と

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
（
歳
入
）
か
ら

見
え
る
、
町
財
政
の
現
状
及
び
課
題
、
運
営
の
評
価
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

町税（20.1%）
10 億 9,330 万円

財産収入・諸収入・寄付金など（5.1%）
2 億 7,657 万円

繰入金（0.1%）
289 万円

地方交付税（38.4%）
20 億 8,772 万円

桂川町の家計簿チェック平成 23 年度決算

依
存

財
源（67.2％）

自主財
源（

32.8
％

）

歳 入 合 計

54 億
3,934 万円

分担金・使用料など（3.7%）
2 億 370 万円

繰越金（3.8%）
2 億 768 万円

地方譲与税・交付金など（4.3%）
2 億 3,409 万円

国庫支出金（11.4%）
6 億 2,046 万円

県支出金（6.6%）
3 億 5,919 万円

町債（6.5%）
3 億 5,374 万円

民生費（37.7%）
19 億 8,007 万円

総務費（15.2%）
7 億 9,821 万円

教育費（9.6%）
5 億 555 万円

衛生費（8.9%）
4 億 6,496 万円

農林水産業費（3.9%）
2 億 338 万円

災害復旧費（0.0%）
20 万円

労働費（0.9%）
4,809 万円

議会費（1.7%）
8,695 万円

商工費（0.3%）
1,804 万円

消防費（4.6%）
2 億 3,968 万円

土木費（7.1%）
3 億 7,361 万円

公債費（10.1%）
5 億 2,725 万円

歳 出 合 計

52 億
4,599 万円

04 特別会計①
　特定の事業を行うために一般会計

と区分して設置し、収支を行う会計

が特別会計（水道事業のみ企業会計）

です。

　本町には、４つの特

別会計があり、決算に

ついては、右表のとお

りです。

会計名 歳入 歳出 歳入歳出差引額

住宅新築資金等貸付事業 1,707 万円 1,685 万円 22 万円

土地取得 4 万円 4 万円 0 万円

国民健康保険 17 億 5,139 万円 17 億 4,013 万円 1,126 万円

後期高齢者医療 1 億 5,556 万円 1 億 5,439 万円 117 万円
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05 特別会計②（水道事業会計決算）安全で安心して飲める水道水の提供のために！

会計名 歳　入 歳　出 歳入歳出差引額

収益的収支 2 億 1,473 万円 1 億 7,527 万円 3,946 万円

資本的収支 480 万円 7,482 万円 △ 7,002 万円

※資本的収支不足額 7,002 万円は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調
整額 137 万円、過年度分損益勘定留保資金 732 万円、当年度分損益勘定留保
資金 3,133 万円及び建設改良積立金 3,000 万円で補てん。

　収益的収支とは、水を作るために必要な

予算及びその販売（水道料金）を表してい

ます。また、資本的収支とは、漏水など急

な水道管工事などに利用される予算で、赤

字分については、収益的収支予算などから

補てんされ運用することで、いつでも安全

で安心して飲める水道水の提供に努めてい

ます。

　年度を越えて元利を償還する借入金を地

方債といいます。平成 23 年度末の地方債

残高は、前年度から 1 億 1,809 万円減少

し、44 億 3,747 万円となりました。この

地方債償還分にあたる公債費による財政負

担の割合を減らすために、平成 19 年度か

ら 21 年度にかけて繰上償還を行いました。

安定した財政運営のためには、この地方債

の減少が大きなポイントとなります。

07 地方債（借金）“７年間の推移” 町の借金残高は約 1 億 1,809 万円減少

※類似団体とは、「人口」と「産業構造」を
もとに分類した、桂川町と同程度の町村を
指します。

08 経常収支比率“７年間の推移” 　人件費、扶助費、公債費といった毎

年必ず必要とする経費を町税や普通交

付税などの経常一般財源で割った指数

が経常収支比率です。桂川町の経常収

支比率は、前年度より 2.4 ポイント悪

化し 91.8％となりました。財政構造に

弾力性を持たせるためにも、今後も細

心の注意を払いながら財政運営を行っ

ていく必要があります。

70 億

40 億

50 億
平成 22 年度

45 億 5,556 万円

平成 17 年度
69 億 4,688 万円

平成 18 年度
65 億 9,351 万円

平成 19 年度
53 億 144 万円

平成 20 年度
50 億 2,226 万円

平成 21 年度
45 億 8,450 万円

60 億

平成 23 年度
44 億 3,747 万円

　法律や条例に基づいて設置される

積立金は、特定の目的のために活用で

きる町の貯金です。平成 23 年度末現

在の積立金残高は、18 億 9,126 万円

です。平成 19 年度、21 年度の積立

金の減少は主に繰上償還に充てるた

めに取り崩したものによるものです。

※繰上償還とは、過去に借り入れた地方債
（借金）を予定の償還期日より早く返済す
ることです。これにより、将来の公債費（借
金返済）の負担が軽減されます。

06 積立金（貯金）“７年間の推移”
25 億

10 億

15 億

20 億

平成 22 年度
15 億 8,151 万円

平成 23 年度
18 億 9,126 万円

平成 17 年度
19 億 5,735 万円

平成 18 年度
21 億 9,548 万円

平成 19 年度
12 億 2,971 万円

平成 20 年度
14 億 1,532 万円

平成 21 年度
12 億 6,059 万円

110%

平成 22 年度
89.4%

平成 23 年度
91.8%

平成 17 年度
99.8%

平成 18 年度
101.1%

平成 19 年度
102.1%

100%

90%

80%

70%

60%

H22 年度類似団体全国最少率
　　　　　　　　　60.7％

H22 年度類似団体全国平均率
　　　　　　　　　83.1％

H22 年度福岡県市町村平均
　　　　　　　　91.9％

H22 年度類似団体全国最大率
　　　　　　　　　94.7％

率
が
低
い
ほ
ど
財
政
に
ゆ
と
り
が
あ
る

平成 20 年度
96.3%

平成 21 年度
94.9%

国
の
借
金
が
、
平
成
23
年
度
末
時
点
で
過
去
最
大
の
約

９
６
０
兆
円
と
な
り
、
平
成
24
年
度
予
算
で
も
新
規
国

債
発
行
額
が
税
収
を
上
回
る
借
金
依
存
の
状
態
は
続
い
て
お
り
、

平
成
24
年
度
末
時
点
の
借
金
は
１
０
０
０
兆
円
を
突
破
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
借
金
が
増
え
た
の
は
、
高
齢
化
で
膨

ぼ
う
ち
ょ
う張

が
続
く
社
会
保
障
関
係
費
や
、
近
年
の
経
済
不
況
に
よ
る
税
収

等
の
落
ち
込
み
、
景
気
対
策
等
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
費
等
を
国
債
の
増
発
で
賄
っ
た
た
め
で
、
極
め
て
高
い
水
準

に
あ
り
、
今
後
も
そ
の
償
還
費
の
負
担
が
高
水
準
で
続
く
た
め
、

将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
懸け

ね
ん念

さ
れ
て
い

ま
す
。借

金
は
無
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば

ご
家
庭
で
マ
ン
シ
ョ
ン
や
自
動
車
の
よ
う
な
高
額
で
長

く
利
用
す
る
も
の
を
購
入
さ
れ
る
際
に
は
、
金
融
機
関
で
ロ
ー

ン
を
組
む
等
の
検
討
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
同

様
に
、
町
が
道
路
や
学
校
等
を
建
設
す
る
よ
う
な
大
型
事
業
の

場
合
に
は
、
地
方
債
を
発
行
（
借
金
）
し
て
そ
の
財
源
を
確
保

し
ま
す
。
１
年
間
の
収
入
だ
け
で
多
額
の
費
用
を
賄

ま
か
な

う
こ
と
が

困
難
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
住
民
の

皆
さ
ま
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
借

金
を
中
長
期
的
に
分
割
し
て
返
済
す
る
費
用
に
毎
年
度
の
税
収

等
を
充あ

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
代
間
負
担
の
公
平
性
が
保
た

れ
る
こ
と
が
そ
の
大
き
な
理
由
で
す
。

　

反
面
、
多
額
の
借
金
は
ひ
と
つ
間
違
え
る
と
、
現
役
世
代
か

ら
将
来
世
代
へ
の
負
担
先
送
り
、
つ
ま
り
子
ど
も
や
孫
へ
ツ
ケ

を
回
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
身
の
丈た
け

を
越
え
た
出
費

平
成
23
年
度
の
決
算
～
町
の
借
金
～

を
続
け
る
と
、
個
人
で
言
え
ば
破
産
と
い
う
最
悪
の
結
末
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
使
命

と
す
る
地
方
自
治
体
で
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

桂
川
町
の
借
金
は
、
平
成
23
年
度
末
時
点
で
約

50
億
３
１
０
０
万
円
（
注
）
で
す
。
国
と
違
い
、
残
高

は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る
と
47
億
円
以
上

の
削
減
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
近
年
、
建
設
事
業
等
へ
の
投

資
経
費
を
抑
制
し
た
こ
と
や
、
基
金
（
貯
金
）
を
活
用
し
た

繰
上
償
還
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
借
金
を
す
る
場
合
に

は
、
後
年
度
に
国
か
ら
の
財
源
手
当
て
が
あ
る
、
よ
り
有
利
な

も
の
を
選
択
し
て
き
た
た
め
、
実
質
的
な
町
の
負
担
額
は
約

13
億
９
２
０
０
万
円
と
、
残
高

の
４
分
の
１
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
度
の
一
般
会

計
歳
出
に
公
債
費
（
借
金
返
済

額
）
の
占
め
る
割
合
は
約
１
割

と
、
決
し
て
低
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
基
金
の
状
況
等

を
勘か
ん
あ
ん案
す
る
と
、
以
前
の
危
機

的
な
状
況
は
脱
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

世
界
経
済
の
低
迷
、
国
政
の

混
乱
等
、
先
行
き
を
見
通

す
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
本
町
を
取
り
巻

く
様
々
な
変
化
に
即
応
し
つ
つ
、

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
計
画
的

な
町
政
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

注：桂川町として返済する義務を負う借金の総合計と内訳

一般会計 約 44 億 1,400 万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 約 2,400 万円

水道事業会計 約 4 億 2,000 万円

飯塚市・桂川町衛生施設組合（桂川町負担分） 約 1 億 7,300 万円

合　計 約 50 億 3,100 万円

桂川町の家計簿チェック平成 23 年度決算
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平
成
23
年
度 

決
算
に
係
る

「
健
全
化
判
断
比
率
」
及
び
「
資
金
不
足
比
率
」

01 「健全化判断比率」及び「資金不足比率」
「早期健全化基準」を大きく下回っており、財政の健全性を保っています。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第 22 条第１項の規定
に基づき、下記のとおり公表します。

実質赤字
比率

連結実質赤字
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

資金不足
比率

桂 川 町 －（なし） －（なし） 5.9% 11.7% －（なし）

早期健全化基準
（経営健全化基準） 15.00% 20.00% 25.0% 350.0% 20.00%

財 政 再 生 基 準 20.00% 30.00% 35.0%

《参考》県内平均 10.7% 40.3%

※「県内平均」は、各指標の合計値を団体数で除した単純平均です。

02 過去３年間の各指標の推移
年を追うごとに改善しているのがわかります。

実質赤字
比率

連結実質赤字
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

資金不足
比率

平成21年度決算 －（なし） －（なし） 10.2% 37.0% －（なし）

平成22年度決算 －（なし） －（なし） 7.0% 22.2% －（なし）

平成23年度決算 －（なし） －（なし） 5.9% 11.7% －（なし）

【
用
語
の
解
説
】

○
健
全
化
判
断
比
率

　
「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」、

「
実
質
公
債
費
比
率
」
及
び
「
将
来
負
担
比
率
」

の
４
指
標
の
総
称
。

○
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の
事

業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て

指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
た
も

の
。
こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
料
金
収
入

で
資
金
不
足
を
解
消
す
る
の
が
難
し
く
な
る
の

で
、
公
営
企
業
と
し
て
経
営
に
問
題
が
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
実
質
赤
字
比
率

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
地
方
公
共

団
体
の
中
心
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
一
般
会
計

等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

○
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の

大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を

示
し
た
も
の
。
借
入
金
の
返
済
に
つ
い
て
は
、

削
減
し
た
り
、
先
送
り
し
た
り
す
る
こ
と
は
原

則
的
に
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
の
比
率

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
財
政
の
弾
力
性
が
低
下
し
、

他
の
経
費
を
節
減
し
な
い
と
赤
字
団
体
に
転
落

す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
借
入
金
返
済
額
約

５
億
６
千
百
万
円
（
※
繰
上
償
還
除
く
）
の
う
ち
、

実
質
的
な
負
担
額
は
約
１
億
５
千
２
百
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
70
％
以
上
が
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
等
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
比
率

上
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

○
将
来
負
担
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
地

方
債
）
や
、
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ

る
負
担
等
の
、
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指

標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高

い
か
ど
う
か
を
示
し
た
も
の
。
こ
の
比
率
が
高

い
場
合
、
将
来
負
担
額
を
実
際
に
支
払
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今
後
の
財
政
運

営
が
圧
迫
さ
れ
る
等
、
問
題
が
生
じ
る
可
能
性

が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
将
来
負
担
額
約
59
億

８
千
百
万
円
の
う
ち
、
実
質
的
な
負
担
額
は
約

３
億
４
千
４
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
残
り
の

大
部
分
は
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
で

賄
わ
れ
ま
す
。
比
率
上
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

○
早
期
健
全
化
基
準

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
早
期

健
全
化
基
準
以
上
の
場
合
に
は
、
議
会
の
議
決

を
経
て
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
、
自
主
的
な

改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健
全
化
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

○
財
政
再
生
基
準

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
財
政

再
生
基
準
以
上
の
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
赤
字

再
建
団
体
と
な
り
、
議
会
の
議
決
を
経
て
財
政

再
生
計
画
を
定
め
、
国
等
の
関
与
に
よ
る
確
実

な
再
生
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

○
経
営
健
全
化
基
準

　

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以
上
の

場
合
に
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
、
自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
経

営
健
全
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

深
刻
度
を
示
し
た
も
の
。
こ
の
比
率
が
高
く
な

る
ほ
ど
、
赤
字
の
解
消
が
難
し
く
な
っ
て
く
る

の
で
、
よ
り
多
く
の
歳
出
削
減
策
や
歳
入
増
加

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
解
消
の
期
間
も
長
期

間
に
な
る
等
、
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
約
１
億
９
千
３
百
万
円

の
黒
字
で
す
の
で
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
等
の
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算

し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て
の
運

営
の
深
刻
度
を
示
し
た
も
の
。
こ
の
比
率
が
高
く

な
る
ほ
ど
、
実
質
赤
字
比
率
と
同
様
に
、
赤
字
の

解
消
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
約
４
億
３
千
６
百
万
円
の

黒
字
で
す
の
で
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　決算に関する問い合せ先

    桂川町役場 企画財政課 財政係　☎６５・１０８５

※財政用語の説明等については、紙面の都合上、記載できないものも
あります。詳しくは、お問合せください。

桂川町の家計簿チェック平成 23 年度決算
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平成 24 年８月 31 日　監査委員　松隈　英之助
神﨑　はな子

平成 23 年度 一般会計・特別会計及び
水道事業会計決算審査及び

健全化判断比率等審査の結果について

注１：町税におけるたばこ税１億 2,200 万円は、収納 100％により除いています。

注２：滞納繰越分とは平成 22 年度分までの滞納額で、現年度分とは平成 23 年度の納税又は納入額です。

注３：収納率は、千円単位で算定しています。

（単位：百万円）

科目 年度
滞納繰越分

収入済額 次年度
繰越分

収納率（％）

現年度分 H23 年度 H22 年度 H21 年度

町　税
町　民　税
固定資産税
軽自動車税

～ H22 年度 126 23 99 18.0 17.3 17.0

H23 年度 973 949 24 97.6 97.6 97.3

計 1,099 972 123 88.4 87.7 87.5

国民健康
保険税

～ H22 年度 179 18 153 9.8 11.0 10.9

H23 年度 291 265 26 91.1 91.4 91.6

計 470 283 179 60.2 59.2 60.3

住宅新築
資金等貸
付金

～ H22 年度 160 7 153 4.4 3.7 4.4

H23 年度 11 6 5 55.1 57.7 66.1

計 171 13 158 7.6 8.4 12.5

町営住宅
使用料

～ H22 年度 18 2 16 13.0 16.9 19.2

H23 年度 32 29 4 89.1 88.0 87.8

計 50 31 20 61.8 63.9 65.9

保育料

～ H22 年度 11 2 9 20.0 23.7 18.8

H23 年度 78 77 1 98.8 97.0 95.6

計 89 79 10 88.7 87.6 86.9

第
１　

審
査
の
方
法
及
び
結
果

１　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
、
計
数

の
正
確
性
及
び
財
政
・
財
務
状
況
等

に
、
水
道
事
業
会
計
は
、
経
済
性
の

発
揮
及
び
福
祉
の
増
進
に
、
そ
れ
ぞ

れ
主
眼
を
置
き
、
監
査
等
の
結
果
も

勘
案
し
て
審
査
し
、
い
ず
れ
も
決
算

を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と
認

め
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
「
良

好
」、水
道
事
業
会
計
は
「
概
ね
良
好
」

で
す
。

２　

健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
４

指
標
）
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
適

正
に
算
定
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ま
し

た
。

　
　

各
指
標
の
値
は
、
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
財
政
に
関
し

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

２　

財
政
構
造
等
に
つ
い
て

①　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
、
平
成

22
年
度
は
地
方
債
の
繰
上
償
還
、
職

員
の
退
職
と
新
規
採
用
と
の
給
与
差

額
及
び
衛
生
組
合
負
担
金
の
減
額
に

よ
り
、
３
年
連
続
改
善
し
、
危
険
ラ

イ
ン
と
さ
れ
る
90
％
を
下
回
り
89
・

４
％
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
23
年

度
は
、
前
年
度
よ
り
２
・
４
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
91
・
８
％
で
、
再
び
財

政
構
造
上
弾
力
性
に
乏
し
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
類
似
団
体
の
平
成
22
年
度

経
常
収
支
比
率
83
・
１
％
に
比
べ

８
・
７
ポ
イ
ン
ト
も
悪
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

②　

主
な
要
因
は
、
平
成
22
年
度
よ
り

経
常
一
般
財
源
に
お
い
て
、
歳
入
が

約
４
０
０
０
万
円
減
額
、
歳
出
が
約

４
５
０
０
万
円
増
額
し
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、
平
成
22
年
度
よ
り

臨
時
財
政
対
策
債
が
９
５
０
０
万
円

第
２　

審
査
意
見
の
要
旨

《
一
般
会
計
・
特
別
会
計
》

財
政
運
営
及
び
財
政
構
造
等
に
つ
い
て

１　

財
政
運
営
に
つ
い
て

　
　

普
通
会
計
の
実
質
収
支
は
約

１
億
９
４
０
０
万
円
の
黒
字
で
、
実

質
収
支
比
率
は
市
町
村
に
と
っ
て

は
、
３
～
５
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
、
本
町

は
５
・
８
％
で
す
。

　
　

単
年
度
収
支
は
１
０
０
０
万
円
の
赤

字
で
す
が
、
積
立
金
１
億
１
０
０
万

円
に
よ
り
、
実
質
単
年
度
収
支
は

９
１
０
０
万
円
で
黒
字
で
す
。

　
　

普
通
会
計
の
基
金
は
、
平
成
22

年
度
よ
り
３
億
１
０
０
０
万
円

増
額
し
、
平
成
23
年
度
末
現
在

19
億
２
７
０
０
万
円
で
す
。

　
　

よ
っ
て
、
歳
入
歳
出
に
係
わ
る
財

政
運
営
は
安
定
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
財
政
構
造
上
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。

減
額
及
び
性
質
別
経
費
の
う
ち
人
件

費
、
扶
助
費
、
物
件
費
、
補
助
費
等

の
歳
出
が
各
々
数
百
万
円
増
額
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

③　

本
町
の
財
政
力
は
、
毎
年
財
政
力

指
数
０
・
38
程
で
低
く
、
歳
入
を
増

や
し
、
財
政
力
を
高
め
る
の
は
現
状

で
は
難
し
く
、
国
の
財
政
施
策
の
地

方
交
付
税
・
臨
時
財
政
対
策
債
等
に

大
き
く
左
右
さ
れ
、
前
述
の
よ
う
に

約
５
千
万
円
の
歳
入
・
歳
出
で
財
政

構
造
が
変
わ
り
ま
す
。

　
　

し
た
が
っ
て
、
財
政
構
造
改
善
の

た
め
、
特
に
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・

助
成
金
を
含
め
た
事
業
の
点
検
・
改

善
・
削
減
及
び
投
資
的
経
費
に
係
わ

る
地
方
債
借
入
残
高
の
抑
制
が
今
後

も
重
要
で
す
。

滞
納
へ
の
厳
し
い
処
置
に
つ
い
て

１　

町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
及
び
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
、
町
営
住
宅

使
用
料
、
保
育
料
の
収
納
・
滞
納
状

況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

桂川町の家計簿チェック平成 23 年度決算
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２　

町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

①　

収
納
率
に
つ
い
て

ア　

町
税
の
収
納
率
は
、
平
成
22
年
度
よ
り
０
・
７

ポ
イ
ン
ト
向
上
し
88
・
４
％
で
す
が
、
滞
納
繰

越
分
の
徴
収
率
が
18
・
０
％
と
低
い
た
め
、
徴

収
率
90
％
以
上
は
難
し
い
状
況
で
す
。

イ　

町
税
の
平
成
23
年
度
分
９
億
７
３
０
０
万
円

は
、
平
成
22
年
度
９
億
７
６
０
０
万
円
よ
り

３
０
０
万
円
減
額
で
す
。

　
　

主
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
は
、
２
年
連
続
し

て
個
人
所
得
の
減
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ウ　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
は
、
平
成
22
年

度
よ
り
１
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
60
・
２
％
と
低
い
状
態
で
す
。
一
方
、

療
養
給
付
費
及
び
療
養
費
は
、
平
成
22
年
度
よ

り
約
７
７
０
０
万
円
増
額
し
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
状
態
が
続
く
場
合
、
保
険
税
算
定
に
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
危き

ぐ惧
し
て
い
ま
す
。

②　

時
効
中
断
及
び
差
押
等
に
つ
い
て

ア　

平
成
23
年
度
町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

差
押
は
、
預
金
１
０
４
件
、
不
動
産
７
件
及
び

給
与
１
件
で
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
差

押
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

イ　

督
促
等
の
弛
緩
、
滞
納
者
の
意
図
的
な
納
付
・

応
対
等
の
拒
否
に
よ
り
町
税
等
が
消
滅
時
効
に

な
ら
ぬ
よ
う
差
押
の
時
期
も
含
め
た
各
種
の
管

理
が
重
要
で
す
。

ウ　

納
付
に
つ
い
て
更
な
る
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
差
押
を
よ
り
効
果

的
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

③　

延
滞
金
の
納
付
に
つ
い
て

　
　

本
町
は
、
納
付
の
遅
延
者
に
法
令
で
定
め
ら

れ
た
延
滞
金
を
納
付
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

法
的
処
分
の
際
、
県
及
び
近
隣
の
市
も
延
滞

金
を
納
付
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
正

を
期
す
る
た
め
、
延
滞
金
の
納
付
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
前
年
度
同
様
に
思
料
し
ま
す
。

３　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
及
び
町
営
住

宅
使
用
料
に
つ
い
て

①　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
の
収
納
率
は

７
・
６
％
で
、
平
成
22
年
度
よ
り
０
・
８
ポ
イ
ン

ト
下
が
り
、
特
に
現
年
度
分
収
納
率
が
毎
年
下

が
り
、
平
成
23
年
度
は
55
・
１
％
で
２
・
６
ポ
イ

ン
ト
も
悪
化
し
て
い
る
の
は
問
題
で
す
。

②　

町
営
住
宅
使
用
料
の
収
納
率
は
61
・
８
％
で
、

平
成
22
年
度
よ
り
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
特

に
滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
13
・
０
％
で
３
・
９
ポ

イ
ン
ト
も
悪
化
し
て
い
ま
す
。

③　

近
隣
の
市
も
参
考
に
し
て
、
収
納
方
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

４　

保
育
料
に
つ
い
て

　
　

保
育
料
の
収
納
率
は
88
・
７
％
で
、
平
成
22

年
度
よ
り
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
、
特
に
現
年

度
分
の
収
納
率
が
前
年
度
よ
り
１
・
８
ポ
イ
ン
ト

向
上
し
て
い
ま
す
。
主
な
要
因
は
、
子
ど
も
手

当
か
ら
の
保
育
料
の
支
払
及
び
預
金
の
差
押
の

理
解
等
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
い

ま
す
の
で
、
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

《
水
道
事
業
会
計
》

１　

経
営
・
財
務
状
況
等
に
つ
い
て

①　

経
営
状
況
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
の
当

年
度
純
利
益
は
３
９
４
６
万
４
千
円
で
、
前

年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
２
２
６
１
万
８
千
円

を
加
え
た
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は

６
２
０
８
万
２
千
円
と
な
り
、
か
つ
経
営
資
本

営
業
利
益
率
２
・
９
％
で
収
益
も
良
い
状
態
で

す
。

②　

財
務
状
況
に
お
い
て
、
流
動
性
、
自
己
資
本

構
成
比
率
等
は
、
良
好
な
状
態
で
す
。
企
業
債

償
還
元
金
対
減
価
償
却
費
比
率
は
１
０
０
％
を

超
え
１
２
２
％
で
す
が
、
問
題
と
な
る
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
般
的
に
年
鑑
・
経
営
指
標

と
比
較
す
る
と
良
好
な
状
態
で
す
。

③　

平
成
23
年
度
も
有
収
率
90
％
を
超
え
91
・
３
％

で
し
た
が
、
次
年
度
も
さ
ら
に
有
収
水
量
を
多

く
し
、
漏
水
量
を
少
な
く
す
る
よ
う
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。

④　

な
お
、
平
成
10
年
度
開
始
の
石
綿
セ
メ
ン
ト

管
更
新
事
業
（
配
水
管
１
万
５
５
４
９
・
３
ｍ
布

設
替
工
事
、
事
業
費
６
億
８
７
５
１
万
９
千
円
）

は
、
平
成
23
年
度
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

２　

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

固
定
資
産
台
帳
に
お
い
て
、
特
に
平
成
９
年

以
降
の
固
定
資
産
除
却
に
お
け
る
補
助
金
の
処

置
に
一
部
未
処
置
の
も
の
が
あ
り
、
整
備
が
必

要
で
す
。

３　

職
員
給
与
費
の
減
と
使
用
水
量
の
向
上

①　

職
員
給
与
費
及
び
臨
時
職
員
賃
金
の
費
用
構

成
比
は
、
職
員
１
名
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職

員
給
与
費
の
給
水
収
益
に
占
め
る
割
合
は
30
・

56
％
と
な
り
、
経
営
指
標
14
・
94
％
よ
り
２
倍
で
、

従
来
と
変
わ
ら
ず
突
出
し
た
比
率
で
す
。

②　

職
員
給
与
費
の
減
は
、
将
来
に
お
い
て
は
、

雇
用
方
法
・
委
託
化
等
に
よ
り
可
能
と
思
い
ま

す
の
で
、
当
面
使
用
水
量
を
増
加
さ
せ
収
益
を

上
げ
る
努
力
・
工
夫
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
さ
ら
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
で

き
る
よ
う
に
、
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
　

一
方
、
将
来
の
た
め
に
本
町
よ
り
少
な
い
職

員
で
水
道
事
業
し
て
い
る
町
も
含
め
て
研
修
し

て
く
だ
さ
い
。

桂川町の家計簿チェック平成 23 年度決算

４　

安
全
な
配
水
の
保
持

　
　

特
異
な
事
件
が
起
き
得
る
現
状
で
は
、
浄
水

池
に
毒
物
等
が
混
入
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
混
入
し
た
と
き
に
す
ば
や
く
発
見
で

き
る
よ
う
な
処
置
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

５　

水
道
管
破
損
事
故
の
防
止

　
　

工
事
中
の
水
道
管
破
損
事
故
が
、
平
成
22
年

度
に
３
件
、
平
成
23
年
度
に
５
件
起
き
、
増
加

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
業
者
へ
の
注
意
喚
起
が

必
要
で
す
。

今
後
も「
安
全
か
つ
お
い
し
い
水
」に
留
意
さ
れ
、

最
大
の
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。
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　平成24年　第３回定例会は９月11日から25日までの15日間として、議案７件、認定６件、報告２

件、を審議いたしました。その結果、議案７件、認定６件、は原案のとおり可決いたしました。

９月定例会日程

一
般
質
問

長
瀬
俊
夫
議
員

本
田
英
子
議
員

①
飯
塚
地
区
消
防
組
合
に
つ
い
て

②
農
業
問
題
に
つ
い
て

③
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

④
い
じ
め
対
策
及
び
広
が
る
授
業
・
日
数
に
つ

い
て

⑤
内
田
ク
レ
ペ
リ
ン
検
査
の
活
用
に
つ
い
て

⑥
嘉
麻
市
・
飯
塚
市
が
職
員
採
用
試
験
官
に
現

役
職
員
を
登
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

①
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

九
月
定
例
会
で

　
次
の
議
員
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

議会報告

神
﨑
は
な
子
議
員

下
川
康
弘
議
員

①
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
や
民
間
委
託
に
つ

い
て

③
町
立
桂
川
幼
稚
園
の
運
営
に
つ
い
て

①
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

11日　本会議
12日　一般会計・特別会計決算審査特別委員会
13日　一般会計・特別会計決算審査特別委員会
14日　一般会計・特別会計決算審査特別委員会
18日　水道事業会計決算審査特別委員会
19日　水道事業会計決算審査特別委員会
20日　常任委員会（総務経済建設委員会・文教厚生委員会）
21日　常任委員会（総務経済建設委員会・文教厚生委員会）
24日　常任委員会（総務経済建設委員会・文教厚生委員会）
25日　本会議　　  （一般質問）

９月定例会は、次の日程で審議を行いました。

９月定例会で審議された結果 

 

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

報告第３号

報告第４号

平成24年度防災無線（MCA無線）設置業務委託契約の締結

平成24年度庁舎空調機器改修工事請負契約の締結

平成24年度桂川町一般会計補正予算（第２号）

平成24年度桂川町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１
号）

平成24年度桂川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成24年度桂川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成24年度桂川町水道事業会計補正予算（第１号）

平成23年度桂川町一般会計歳入歳出決算の認定

平成23年度桂川町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の
認定

平成23年度桂川町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定

平成23年度桂川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

平成23年度桂川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

平成23年度桂川町水道事業会計決算の認定

健全化判断比率の報告

資金不足比率の報告

【議　　案】 件　　　名

【可決】

【可決】

【可決】

【可決】

【可決】

【可決】

【可決】

【認定】

【認定】

【認定】

【認定】

【認定】

【認定】

【報告】

【報告】

審議結果

議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
つ
い
て

　
執
行
部
に
説
明
を
問
う
も
の
で
す
。

議会の傍聴をどうぞ
議会は定例会が毎年３月、６月、９月、12月の４回あります。臨時会は必要がある時に行われます。

次の定例会は12月中旬の予定です。
桂川町役場　議会事務局　　TEL 65-1136
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【義援金の金額】平成 24 年９月末現在

各行政区から 3,797,458 円

個人・各種団体等から 1,572,480 円

街頭募金 231,758 円

各施設に設置の募金箱 840,468 円

利息 123 円

チャリティーバザー 149,140 円

合　計 6,591,427 円

※義援金については、日本赤十字社を通じて
被災地へ寄付しました。

【東日本大震災に対する義援金のお礼と報告】
　心温まるたくさんの義援金ありがとうござ
いました。役場と総合福祉センターに設置し
ていた義援金箱は、10 月１日に撤去しました。
今後は、健康福祉課福祉係（総合福祉センター）
で平成 25 年３月 20 日まで受付します。

町政トピックス

内 訳 前月比 前年比

人 口 14,172 人 -9 -24

男 性 6,663 人 -8 -18

女 性 7,509 人 -1 -6

世帯数 6,180 戸 5 47

桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
） 

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

  納税のお知らせ（11月の納期限）

  人のうごき（平成24年９月末現在）

  水道修繕当番　～水を大切に～

○ 納税には、便利な口座振替を！
　 詳しくは、税務課 収納対策室（☎ 65・1076）
　 までお問合せください。

≫ 12 月
 福沢水道設備店 ☎ 65・1172
 山 倉 建 設 ㈱ ☎ 42・1615

≫ 0011 月
 ㈲  福 岡 設 備 ☎ 65・1035
 ㈱ 草 場 ☎ 72・0122

24

1
あ
な
た
の
想
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
！

3

12
月
17
日
か
ら

住
民
票
に
「

団
地
・
ア
パ
ー
ト
名
等
」
を
表
示
し
ま
す

桂
川
町
で
は
、
住
民
票
の
記
載
事
項

を
よ
り
正
確
な
も
の
と
す
る
た
め
、

12
月
17
日
か
ら
住
民
票
に
方か

た

書が

き
（
団
地
・

ア
パ
ー
ト
の
居
室
の
番
号
等
）
を
表
示
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
住
民
票
の
住
所
に
、
方
書
き

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
送
付
物
が
未

着
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

お
手
元
に
間
違
い
な
く
大
切
な
郵
便
物
を
届

け
る
た
め
に
も
、
住
民
票
の
住
所
に
方
書
き

を
適
切
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

表
示
す
る
方
書
き
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
以
外
は
桂
川
町
へ
住
所
異
動

さ
れ
た
際
、
皆
さ
ま
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
も
の
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
ま
い
の
方
で
方
書
き
を
ご
記
入
さ
れ
て
い
な

い
方
は
住
民
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
現　

行
】
桂
川
町
大
字
土
居
○
○
○
番
地

【
変
更
後
】
桂
川
町
大
字
土
居
○
○
○
番
地　

△
△
ア
パ
ー
ト　

□
□
号

問
合
先　

住
民
課 

住
民
年
金
係　

☎
６
５
・
３
３
０
１

よ
り
便
利
に
！　

よ
り
利
用
し
や
す
く
！

買
物
・
通
院
バ
ス
の
乗
り
降
り
が
便
利
に
！

今
年
４
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
た
「
買
物
・

通
院
バ
ス
」
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ら

に
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
11
月
か
ら
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

【
変
更
内
容
】

　

① 

運
行
コ
ー
ス
に
あ
る
福
祉
バ
ス
の
バ
ス
停
で
、

乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。

　

② 

運
行
コ
ー
ス
に
あ
る
商
店
等
で
、
乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。

※
済
生
会
飯
塚
嘉
穂
病
院
な
ど
飯
塚
方
面
は
、
桂
川
駅
か
ら
飯
塚
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
（
運
賃
は
一
回
２
０
０
円
）
が
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
桂
川
駅
ま
で

福
祉
バ
ス
等
で
行
か
れ
る
と
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課 

高
齢
者
・
女
性
係
（
ひ
ま
わ
り
の
里
）
☎
６
５
・
０
０
０
１

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

成
人
式
を
１
月
13
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
！

▲ 平成 24 年の成人式

平
成
25
年
の
成
人
式
を
「
成
人
の
日
の
前
日
」

に
開
催
し
ま
す
。
町
内
在
住
の
対
象
者
に

は
、12
月
上
旬
に
ご
案
内
の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

【
期　

日
】
平
成
25
年
１
月
13
日
㈰

【
時　

間
】
受
付 

12
時
30
分
～
13
時

　
　
　
　
　

式
典 

13
時
～

【
場　

所
】
桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
町
内

在
住
又
は
桂
川
小
・
桂
川
東
・
泉
河
内
小
学
校
、
桂
川
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

※
現
在
、
桂
川
町
に
住
民
票
が
な
い
方
で
も
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加

さ
れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係
（
住
民
セ
ン
タ
ー
）
☎
６
５
・
２
０
０
７

≫ 国民健康保険税 第６期分

町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
「
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、

全
町
民
を
対
象
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】
11
月
20
日
㈫

　
　
　
　
　

19
時
～
21
時
（
予
定
）

【
場　

所
】
桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
議
室

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
町
長
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
お
話
が
で
き

る
機
会
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

福
祉
・
教
育
・
環
境
な
ど
町
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
多
種
多
様
で
、
課

題
の
中
に
は
、
行
政
が
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
で
あ
り
、
行
政
と
町
民
が
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
身
近
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
桂
川
町
を
こ
れ

か
ら
も
っ
と
住
み
良
く
す
る
た
め
、
あ
な
た
の
想
い
、
意
見
、
提
言
等
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

総
務
課 

庶
務
係　

☎
６
５
・
１
１
０
０
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～桂川町の未来をみんなで創ろう！～

？

第４回、第５回の桂川町自治基本条例みんなで考え

る委員会（以下、委員会）が、９月 19 日、10

月 11 日に開催されました。

　第４回委員会から、３つのグループに分かれ、条例に

盛り込みたい内容や条例の理念を表す前文について、話

し合いが行われました。

　また、町民の皆さんの意見を「自治基本条例」に反映

させる方法についても検討しています。

	自 治 基 本 条 例

【問合先】企画財政課 企画調整係 ☎６５・１０８５

vol.4

▲ 第４回桂川町自治基本条例みんなで考える委員会

〈図書館カレンダー〉 ■は休館日です。

○は、ミニミニおはなし会開催日（14 時～）

【開館時間】火曜日～土曜日：９時 30 分 ～ 18 時 30 分
　　　　　 日曜日：９時 30 分 ～ 17 時

日 月 火 水 木 金 土
12月 11月

日 月 火 水 木 金 土

5
12
 19 
26

6
13
20
27

4
11
18
25

5
12 
19
26

1
6
13
 20
27

2
7
14
21
28

3 
10
17
24

1 
 8 
 15  
22
29

1
8 
15
22
29

7
14
21
28

4
11
18
       25

2
9
16
23
30

2
9
16
23  　
30

3
10 
17
24  　
31

日 月 火 水 木 金 土
12月 11月

日 月 火 水 木 金 土

5
12
 19 
26

6
13
20
27

4
11
18
25

5
12 
19
26

1
6
13
 20
27

2
7
14
21
28

3 
10
17
24

1 
 8 
 15  
22
29

1
8 
15
22
29

7
14
21
28

4
11
18
       25

2
9
16
23
30

2
9
16
23  　
30

3
10 
17
24  　
31

お問い合せは

☎６５ー４９４６
よ く よ む	図書館だより　 November

11月号

冬のビデオ映写会
「トムとジェリー」上映！
　“アカデミーコレクション”

　子どもたちに大人気の「トムとジェリー」。その中

でも、アカデミー賞受賞＆ノミネート作品全 13 話を

上映します。お友達やご家族方と一緒に楽しい時間

を過ごしませんか？

◆と　き　12 月８日（土）　14 時～ 15 時 40 分

◆ところ　桂川町立図書館 いない いない ばあ
作：松谷みよ子
絵：瀬川康男

　「 い な い い な い ば
あ・・・」ページをめく
ると、動物たちがいきい
きとした表情で「ばあ」
と登場。赤ちゃんとの素
朴な遊びの楽しさやペー
ジをめくるうれしさを感
じる絵本です。

もこ　もこもこ
作：谷川俊太郎
絵：元永定正

「もこもこ」「にょき」「ぱ
く」・・・。鮮やかで生命力
にあふれた絵や選び抜かれ
た言葉があいまって、赤ちゃ
んの感覚に響く不思議な魅
力をもった絵本です。

くだもの
作・絵：平山和子

　みずみずしく描かれた
おいしそうな果物。「さ
あどうぞ」という言葉に、
食べる真似をしたり、「お
いしいね」といい合った
り・・・。親子でやりと
りをしながら遊べます。

～絵本は赤ちゃんの心のミルク～
　桂川町立図書館では、畳敷きのおは

なしの部屋に、赤ちゃんにおすすめの

本を取り揃えています。赤ちゃんと一

緒に、図書館をご利用ください。

赤ちゃんにおすすめの絵本を紹介します！

今月の PICK UP

【日　時】12 月９日（日）14 時～ 16 時 30 分

【場　所】桂川町住民センター 大ホール

【内　容】
○基調講演

　講　師　西日本新聞社 長崎総局　前田隆夫氏

○パネルディスカッション

　テーマ　まちのルール「自治基本条例」を考える

　パネリスト　みんなで考える委員会委員

　コーディネーター　西日本新聞社　前田隆夫氏

　「自治基本条例ってよくわからない。」、「みん

なで考える委員会の委員はどんな考えなの？」

という町民の方が多いと思います。

　そこで、自治基本条例策定に向けたシンポジ

ウムを開催します。

　当日は、西日本新聞社の前田隆夫氏による基

調講演やみんなで考える委員会委員によるパネ

ルディスカッションを行います。

　皆さんの多数の参加をお待ちしています。

自治基本条例シンポジウム

自治基本条例とは？
域のことは地域で考え、地域で決める」と
いう自己決定・自己責任に基づき、多様化・
高度化する住民ニーズに対応し、地域の特
色を生かした行政運営が求められています。
　ですから、桂川町でも、どのような考えで、
どのようなまちづくりを進めていくのかを
明らかにするため、「自治基本条例」を制定
する必要があります。

　自治基本条例は、町政運営の基本理念や
町民と行政との協働によるまちづくりに必
要な考え方や仕組みなどの基本的なルール
を定めるものです。
　ですから、他の条例、規則、計画などの
町政を進める施策は、この条例に基づいて
実施されることになります。
　各自治体では、地方分権の進展により、「地

・勝利は我に

・ネズミとり必勝法

・メリー・クリスマス

・他 10 話

※途中からでも、充分
楽しめます。

Copyright Ⓒ and have been registered and 
renewed All Rights Reserved under International
Conventions Ⓒ 2000 Turner Entertainment
Co.A Time Warner Company
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未来ちゃん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　未来ちゃん

◆ 保険環境課 生活環境係 お知らせ
「
ご
み
ゼ
ロ
」
が
合
言
葉
！

平
成
24
年
度
第
２
回
桂
川
町
環
境
美
化
の
日
行
動

　

き
れ
い
で
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、「
桂
川
町
環
境
美

化
の
日
行
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日　

時
】
11
月
18
日
㈰ 

８
時
30
分
～
10
時

【
実
施
区
域
】
桂
川
町
内
全
域

【
集
積
場
所
】
桂
川
町
役
場 

公
用
車
駐
車
場

【
実
施
内
容
】

　

① 

空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
の
回
収　

② 

不
法
投
棄
の
除
去

　

③ 

そ
の
他
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
美
化
行
動

【
注
意
事
項
】

　

ご
家
庭
で
出
た
“
ゴ
ミ
”
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
指
定
曜
日
に
有
料

指
定
袋
で
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

◆ 健康福祉課 福祉係 お知らせ

緊
急
の
場
合
、
休
日
、
夜
間
は
こ
ち
ら
に
！

障
が
い
者
虐
待
通
報
・
届
出
受
付
ダ
イ
ヤ
ル

　

障
が
い
者
虐
待
通
報
・
届
出
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。
緊
急
の

場
合
（
虐
待
を
受
け
た
、
発
見
し
た
な
ど
）、
休
日
、
夜
間
は
こ
ち
ら
に
！

【
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
】（
24
時
間
対
応
）

　

☎
４
３
・
９
９
７
４

　
　

４
３
・
９
９
７
４

　
　

gyakutai.so
s@

ezw
eb.ne.jp

【
健
康
福
祉
課 

福
祉
係
（
ひ
ま
わ
り
の
里
）】

　

☎
６
５
・
０
０
０
１
（
平
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
土
・
日
・
祝
日
、
夜
間
）
※
宿
直
対
応

　
　

６
５
・
０
０
７
８
（
平
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

◆ 桂川町社会福祉協議会 お知らせ

輸
血
を
支
え
て
い
る
の
は
善
意
の
献
血
で
す

献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

病
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ
れ
る
血
液
は
、
献
血
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
献
血
が
、
今
日
も
ど
こ
か
で
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。

【
期　

日
】
12
月
17
日
㈪

【
時　

間
】
午
前
の
部 

10
時
～
12
時
30
分

　
　
　
　

  

午
後
の
部 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場　

所
】
桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

【
対　

象
】

　

◉
年
齢　

男
性
17
歳
～
69
歳
・
女
性
18
歳
～
69
歳

　

◉
体
重　

男
女
共
50
㎏
以
上

※
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
は
、60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
必
要
で
す
。

※
献
血
可
能
な
回
数
は
、
男
性
は
年
間
に
３
回
以
内
、
女
性
は
年
間
に
２
回
以
内
で
す
。

【
そ
の
他
】
当
日
は
、
本
人
と
確
認
で
き
る
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
健
康

保
険
証
・
学
生
証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
６
５
・
２
２
７
１

◆ 保険環境課 生活環境係 お知らせ

ご
み
を
減
ら
し
て
地
球
に
、
家
計
に
や
さ
し
く
！

燃
え
る
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

◆ 保険環境課 生活環境係 お知らせ

卓
上
ガ
ス
ボ
ン
ベ
缶
が
爆
発
！

ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
発
生
！

　

ご
み
収
集
車
の
車
両
内
火
災
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

原
因
は
、
ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
た

卓
上
ガ
ス
ボ
ン
ベ
缶
な
ど
が
爆
発
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
爆
発
火
災
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
数
度
発

生
し
て
い
ま
す
。
走
行
中
の
ご
み
収
集
車
の
爆
発
事
故

は
、
作
業
員
だ
け
で
な
く
通
行
人
も
巻
き
込
み
、
命
に

か
か
わ
る
大
惨
事
に
も
な
り
ま
す
。

　

卓
上
ガ
ス
ボ
ン
ベ
缶
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
出
す
と
き
は
、
必
ず
中
身
を
空
に

し
て
か
ら
缶
に
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

◆ 健康福祉課 福祉係 お知らせ

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

里
親
制
度
説
明
会
の
ご
案
内
！

　

家
庭
の
様
々
な
事
情
（
親
の
病
気
、
死
亡
、
離
婚
、
虐
待
な
ど
）
で
、
家
庭

で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
を
家
族
の
一
員
と
し
て
育
て
て
い
く
の
が
里
親
で
す
。
養
育
を
お
願
い
す
る

子
ど
も
の
年
齢
は
０
歳
～
18
歳
未
満
で
、期
間
は
数
カ
月
～
数
年
と
様
々
で
す
。

　

温
か
い
家
庭
を
求
め
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
里
親
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。「
ま
だ
里
親
に
な
る
っ
て
決
め
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
ん
だ
け
ど
・
・
・
」「
里
親
っ
て
ど
ん
な
も
の
な
の
？
」
な
ど
、
少
し
で
も

興
味
の
あ
る
方
、
里
親
制
度
説
明
会
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日　

時
】
随
時
（
説
明
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
人
が
集
ま
り
次
第
）

【
場　

所
】
桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

【
内　

容
】「
里
親
の
制
度
」、「
里
親
に
な
る
た
め
に
は
」
な
ど

　
　
　
　
　

 

そ
の
他
参
加
さ
れ
た
方
々
の
質
問
等
に
お
答
え
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
里
親
制
度
に
興
味
の
あ
る
方

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課 

福
祉
係
（
ひ
ま
わ
り
の
里
）
６
５
・
０
０
０
１

FAX FAX

【
ご
み
を
減
量
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
】

①
焼
却
に
よ
り
生
じ
る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
、地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
。

②
桂
川
町
が
ご
み
を
搬
入
し
て
い
る
「
桂
苑
」
の
焼
却
炉
を
少
し
で
も
長

く
使
え
る
よ
う
に
し
て
財
政
負
担
を
軽
く
す
る
。

③
ご
み
を
資
源
と
し
て
循
環
す
る
こ
と
で
天
然
資
源
の
枯
渇
を
防
ぐ
。

【
身
近
に
で
き
る
ゴ
ミ
減
量
法
】

①
食
べ
残
し
を
な
く
し
て
ご
み
減
量

　

・
料
理
を
作
り
す
ぎ
な
い
。

　

・
必
要
以
上
に
食
材
を
買
わ
な
い
。

②
水
切
り
を
す
れ
ば
燃
え
る
ご
み
が
３
割
減
量

　

・
生
ご
み
の
大
部
分
は
水
分
が
占
め
て
い
ま
す
。
生
ご
み
の
水
切
り
を

徹
底
す
る
だ
け
で
、
大
幅
に
ご
み
の
量
を
減
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、

生
ご
み
の
腐
敗
を
防
止
す
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

◆
上
手
な
水
切
り
方
法
◆

　

・
乾
い
て
い
る
ご
み
を
濡
ら
さ
な
い
（
野
菜
の
皮
な
ど
は
水
洗
い
す
る

前
に
切
り
取
っ
て
直
接
ご
み
袋
に
入
れ
る
な
ど
）。

　

・
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
溜
ま
っ
た
ご
み
は
、
手
や
ビ
ン
の
底
で
押
し
て
水

分
を
絞
り
出
す
。

　

・
レ
ジ
袋
な
ど
に
生
ご
み
を
入
れ
る
場
合
は
、
割
り
ば
し
な
ど
で
底
の

部
分
に
穴
を
開
け
、
中
に
溜
ま
っ
た
水
を
出
す
。

③
た
い
肥
化
す
れ
ば
燃
え
る
ご
み
は
４
割
減
量

◎
桂
川
町
で
は
、
電
動
生
ご
み
処
理
機
補
助
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
野
焼
き
は
、
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
の
ご

み
の
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
発
生
原
因
と
な
り
、
ま
た
、
煙
や

悪
臭
、
灰
に
よ
り
、
周
辺
の
住
民
の
方
に
も
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

６
５
・
１
０
９
７

◆ 企画財政課 企画調整係 お知らせ

人
の
輪
が
き
ず
く
遠
賀
川
の
魅
力
づ
く
り

平
成
24
年
度 

遠
賀
川
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

嘉
飯
都
市
圏
活
性
化
推
進
会
議
で
は
、
遠
賀
川
に
関
わ
る
活
動
を
し
て

い
る
人
や
遠
賀
川
流
域
に
住
む
皆
さ
ん
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】
11
月
25
日
㈰ 

13
時
30
分
～
17
時

【
場　

所
】
桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

【
内　

容
】
土
師
の
獅
子
舞
、
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、

　

基
調
講
演
、
活
動
事
例
発
表
、
懇
談
会
な
ど

問
合
先　

福
岡
県 

広
域
地
域
振
興
課　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
０
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未来ちゃん情報局
王塚装飾古墳館のマスコットキャラクター　未来ちゃん

◆ 保険環境課 生活環境係 お知らせ

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

野
良
猫
に
む
や
み
に
エ
サ
を
あ
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

11 月は児童虐待防止推進月間です

次
の
よ
う
な
こ
と
が
「
児
童
虐
待
」
で
す
。

【
身
体
的
虐
待
】

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

【
性
的
虐
待
】

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
】

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く

不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病

気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

【
心
理
的
虐
待
】

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で

の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対

し
て
暴
力
を
振
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

○
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
た
ら

○
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

○
子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら

　

児
童
相
談
所
（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）
や
市
町
村

の
窓
口
へ
連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
匿
名
で

行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
の
連
絡
相
談
が
子
ど
も
を
守
る
と
と
も

に
、
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０

　
（
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
）

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

　

福
岡
県
に
お
け
る
犬･

猫
の
殺
処
分
頭
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
22
年
度
は
８
、８
１
７
頭
に
上
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
猫
の
殺
処
分
頭

数
は
６
、５
７
２
頭
（
74
・
５
％
）
を
占
め
、
そ
の
大
半
は
野
良
猫
が
産
ん

だ
子
猫
で
す
。

　

人
が
世
話
を
し
て
い
な
い
野
良
猫
は
、
栄
養
状
態
が
悪
く
、
妊
娠･

出

産
率
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
高
栄
養
の
エ
サ
を

与
え
ら
れ
る
と
、多
く
の
子
猫
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。つ
ま
り
、

猫
を
不
妊
・
去
勢
し
な
い
で
屋
外
で
飼
う

こ
と
や
、
野
良
猫
に
安
易
に
エ
サ
を
与
え

る
こ
と
が
、
殺
処
分
さ
れ
る
猫
を
増
や
し

て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

一
方
で
、
福
岡
県
嘉
穂･

鞍
手
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
に
は
、「
無
責
任
に
野
良
猫

に
エ
サ
を
や
る
人
が
い
る
。」「
猫
が
庭
に

ふ
ん
や
オ
シ
ッ
コ
を
す
る
。」
な
ど
猫
に
関

す
る
苦
情･

相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
野
良
猫
に
エ
サ
を
あ
げ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
】

○
ル
ー
ル
の
な
い
、
む
や
み
な
エ
サ
や
り
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

○
増
え
な
い
よ
う
に
不
妊･

去
勢
手
術
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

猫
は
1
年
間
に
２
～
３
回
出
産
し
、
１
度
に
５
匹
前
後
の
子
猫
を
産
み
ま
す
。

不
妊･

去
勢
手
術
を
し
な
い
と
、
１
年
で
10
～
15
匹
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
と
て
も
１
人
で
は
世
話
を
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
以
上
増
え
な
い
よ
う
に
、
不
妊･

去
勢
手
術
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

　
　
　
　

嘉
穂･

鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所　

☎
２
１
・
４
９
７
３

絵
は
が
き
と
写
真
に
見
る
炭
鉱
風
景

〝
本
州
・
北
海
道
の
炭
鉱
展
〟
開
催
！

◆ 社会教育課 文化財振興係 催　し
　

今
年
度
の
コ
ダ
イ
ム
ミ
ニ
企
画
展
は
、
王
塚
装
飾
古
墳
館
で
は
お
な
じ

み
と
な
っ
た
大
野
城
市
在
住
の
平
原
健
二
さ
ん
の
多
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
、
炭
鉱
資
料
の
絵
は
が
き
や
写
真
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
シ
リ
ー
ズ
第
４
弾
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
炭
鉱
を
知
っ
て
い
る
人

も
知
ら
な
い
人
も
、
炭
鉱
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
会　

期
】
12
月
８
日
～
平
成
25
年
１
月
20
日

【
場　

所
】
王
塚
装
飾
古
墳
館
（
コ
ダ
イ
ム
王
塚
）

【
開
館
時
間
】
９
時
～
16
時
30
分
（
入
館
は
16
時
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
と
き
は
火
曜
日
）、

　

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

【
入
場
料
】
無
料
（
常
設
展
示
は
、
通
常
料
金
で
す
）

問
合
先　

社
会
教
育
課 

文
化
財
振
興
係
（
コ
ダ
イ
ム
王
塚
）

☎
６
５
・
２
９
０
０

▲ 夕張炭鉱（北海道）

▲ 徳山海軍練炭製造所（山口県）

優
勝
・
準
優
勝
に
賞
品
あ
り
！

硬
式
テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）
大
会
参
加
者
募
集
！

◆ 桂川町体育協会 募　集
　

桂
川
町
体
育
協
会
で
は
、
硬
式
テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】
12
月
９
日
㈰ 

受
付 

９
時
30
分
～ 

※
雨
天
中
止

【
場　

所
】
桂
川
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
種　

目
】
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

【
参
加
費
】
一
人 

５
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

桂
川
町
体
育
協
会
（
総
合
体
育
館
）
☎
６
５
・
５
１
４
５

男子バレーボール部員募集！

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
桂
川
排
球
団
」
で
は
、

部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
毎
週
土
曜
日
の

20
時
か
ら
22
時
ま
で
桂
川
町

総
合
体
育
館
で
楽
し
く
行
っ

て
い
ま
す
。

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
一

緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま

せ
ん
か
？　

興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

桂
川
町
総
合
体
育
館　

☎
６
５
・
５
１
４
５
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学校の“今”を発信！　　連載「教育情報　桂川っ子」
問合先　桂川町教育委員会（☎ 65・1149）

を
目
に
す
る
こ
と
が
最
近
増
え
て
き

ま
し
た
。

　

10
月
２
日
の
新
聞
に
「
小
学
生
女

児
が
母
親
か
ら
30
分
以
上
に
わ
た
り

執
拗
な
暴
行
を
受
け
て
死
亡
し
た
」

と
い
う
悲
惨
な
記
事
が
載
っ
て
い
ま

し
た
。
暴
行
の
理
由
は
、「
言
う
こ
と

を
き
か
な
い
か
ら
、
し
つ
け
の
た
め

に｣

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
子

の
体
に
は
い
く
つ
も
の
傷
跡
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
か
ら
、
日
常
的
に
虐
待

を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

今
、
学
校
教
育
の
大
き
な
問
題
と

し
て
浮
上
し
て
い
る
の
は

｢

い
じ
め｣

問
題
と
、
育
児
放
棄
や
放
任
、
虐
待

な
ど
に
起
因
す
る
「
不
登
校
・
怠
学
」

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

  

子
ど
も
を
出
産
し
、
親
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
親
で
あ
り
続
け
る
（
親
と

し
て
の
義
務
と
責
任
を
果
た
し
て
い

く
）
こ
と
は
、
そ
う
簡
単
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
つ
け
も
こ
れ
を

抜
き
に
は
語
る
資
格
は
な
い
と
思
う

の
で
す
。
重
要
な
の
は
、
親
の
取
る

行
為
が
愛
情
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
頑
張
ろ
う

運
動
遊
び
や
花
、

野
菜
の
栽
培
活
動

桂
川
幼
稚
園 

園
長　

長
野
陽
一

　

教
育
力
向
上
福
岡
県
民
運
動
筑
豊
地

区
推
進
会
議
か
ら
「
鍛
え
よ
う
！ 

ほ
め

よ
う
！ 

学
校
の
教
育
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
推
進
校
と
し
て
、「
み
ん
な
で

頑
張
ろ
う　

運
動
遊
び
や
花
、
野
菜
の

栽
培
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

運
動
遊
び
は
、
４
月
か
ら
毎
朝
15
分

間
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
全
員
で

体
操
し
、
運
動
場
を
走
り
ま
す
。
そ
の

後
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
け
、
３
歳
児
は
、

木
に
タ
ッ
チ
や
鉄
棒
の
ぶ
ら
下
が
り

等
、
４
歳
児
は
、
竹
ポ
ッ
ク
リ
、
鉄
棒

前
回
り
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
等
、
５
歳
児

は
、
登
り
棒
、
鉄
棒
、
雲
梯
、
竹
馬
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
初
め
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
で
歩
い
て
い
た
子
が
次
第
に
走
る

姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
少
し

ず
つ
体
力
が
つ
い
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
速
く
走
り
た
い
な
ど
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
対
す
る
意
欲
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

教
育
情
報

VOL.54
「
桂
川
っ
子
」
の
文
字
は
、

桂
川
中
学
校
美
術
部
員
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

し
つ
け
と
愛
情

　
　
　

桂
川
町
教
育
委
員
会

教
育
長　

穂
坂
和
義

　

秋
は
運
動
会
の
シ
ー
ズ
ン
。
多
く

の
小
学
校
で
運
動
会
予
定
日
と
な
っ

て
い
た
９
月
30
日
㈰
は
、
あ
い
に
く

の
空
模
様
で
、
小
雨
の
中
で
強
行
し

た
学
校
、
延
期
し
た
学
校
と
対
応
が

ま
ち
ま
ち
と
な
り
ま
し
た
。

  

翌
週
、
そ
し
て
翌
々
週
は
最
高
の
運

動
会
日
和
と
な
り
、
本
町
内
で
も
一

幼
稚
園
・
三
保
育
園
の
運
動
会
が
実

施
さ
れ
、
無
事
終
了
し
て
い
ま
す
。

  

小
さ
い
園
児
た
ち
の
演
技
は
、
本
当

に
か
わ
い
い
も
の
で
、
２
歳
く
ら
い

で
も
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
き
ち
ん
と

や
れ
て
い
る
の
に
は
感
心
し
ま
し
た
。

　

徒
競
争
な
ど
で
は
、
一
生
懸
命
走
っ

て
、
ゴ
ー
ル
で
両
手
を
広
げ
て
待
っ

て
い
る
先
生
の
胸
に
勢
い
よ
く
飛
び

込
ん
で
い
ま
し
た
。
先
生
が
「
よ
く

頑
張
っ
た
ね
」
と
、
ギ
ュ
ウ
と
抱
き

し
め
て
く
れ
る
姿
が
印
象
的
で
、
観

て
い
る
者
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
温
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
も
子
ど
も
に

愛
情
い
っ
ぱ
い
に
接
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

と
は
反
対
に
「
児
童
虐
待
」
の
報
道

な
り
ま
し
た
。
運
動
会
で
は
、
そ
の
成

果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

花
や
野
菜
の
栽
培
活
動
で
は
、
今
年

も
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
な
ど
の
夏
野
菜

が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
し
た
。
昼
食

時
に
は
、
獲
れ
た
て
の
キ
ュ
ウ
リ
を

切
っ
て
出
す
と
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

食
べ
な
か
っ
た
子
も
少
し
ず
つ
食
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
カ

レ
ー
会
食
の
材
料
は
、
カ
レ
ー
の
ル
ー

と
肉
以
外
は
、
幼
稚
園
で
育
て
た
野
菜

を
使
っ
て
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
々
が
作
っ
た
カ
レ
ー

は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
植
木
鉢
を
使
っ
て
、
３
歳
児

は
一
人
一
鉢
、
４
・
５
歳
児
は
、
一
人
二

鉢
で
花
や
野
菜
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。
秋
野
菜
、
冬
野
菜
の
大
根
や
白
菜
、

水
菜
等
の
植
え
付
け
も
終
り
ま
し
た
。

豚
汁
の
材
料
と
な
る
野
菜
も
幼
稚
園
で

育
て
た
野
菜
で
す
べ
て
ま
か
な
え
そ
う

で
す
。
畑
一
面
に
大
き
く
育
っ
た
サ
ツ

マ
イ
モ
、
落
花
生
、
黒
豆
の
収
穫
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

嘉
麻
・
飯
塚
・
桂
川
地
区
人
権

啓
発
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
以
下
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
を
、
今
年
も
12
月
８

日
（
土
）
の
10
時
30
分
（
開
場
10
時
）
か
ら
、

飯
塚
市
穂
波
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

主
催
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
で
は
、
住
民
に
親
し
み
や
す
く
、
か

つ
参
加
し
や
す
い
要
素
を
取
り
入
れ
た
、

地
域
に
密
着
し
た
人
権
啓
発
活
動
を
通

し
て
、
人
権
尊
重
の
理
念
に
関
す
る
正
し

い
理
解
と
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
・
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
大
分
県
の
南な

ん
よ
う
ざ
ん

陽
山 

勝し
ょ
う
こ
う
じ

光
寺

住
職
の
南
み
な
み
え
し
ょ
う

慧
昭
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
心
の
健
康 

～
仏
心
は
歌
心
～
」
と

い
う
内
容
で
行
い
ま
す
。

　

南
さ
ん
は
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
環
境
問
題
に
取
り
組
ま
れ
る
一
方
、

お
坊
さ
ん
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

【
第
６
回
嘉
麻
・
飯
塚
・
桂
川
地
区
人
権
啓
発
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

【
問
合
先
】
〒
８
２
０
‐
０
６
０
６

　

嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土
居
３
６
０
番
地  

桂
川
町
人
権
セ
ン
タ
ー
内

　

隣
保
・
人
権
同
和
教
育
係
（
☎
６
５
・
１
１
８
７
）

－人権だより－
vol.22

と
し
て
Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム
を
発
表
さ
れ
る

な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
10
月
16
日
に
は
、
嘉

麻
市
な
つ
き
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
も
、

嘉
麻
・
飯
塚
・
桂
川
地
区
の
事
業
主
を
対

象
と
し
た
研
修
会
で
も
講
師
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
、
入
場
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　

福
岡
法
務
局
と
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
11
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で

の
一
週
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
悩
む
女
性
の
ご
相
談
を
受
け

付
け
る
相
談
電
話
を
設
置
し
ま
す
。

相
談
日
時　

11
月
14
日
～
20
日

　

８
時
30
分
～
19
時

　

※
た
だ
し
、
土
・
日
は
、
10
時
～
17
時

電
話
番
号  

０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
０

　
（
全
国
共
通
）

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
で

の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
人
権

擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

福
岡
法
務
局
で
は
、
強
化
週
間
以
外
で
も
、

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
（
そ
れ
以

外
は
、
留
守
番
電
話
対
応
）
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
先　

福
岡
法
務
局 

人
権
擁
護
部

　

☎
０
９
２
・
８
３
２
・
４
３
１
１

11 月 12 日 月 ～ 18 日 日 の７日間

▲ 南陽山 勝光寺 住職　南慧昭さん
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保健師、管理栄養士からのお知らせ

腎シリーズ！ 第６弾

血
圧
が
高
い
と

　
　

な
ぜ
腎
臓
を
傷
め
る
の
？

　

高
血
圧
が
持
続
し
た
結
果
、
腎
臓

の
細
い
血
管
に
負
担
が
か
か
る
と
血

管
が
硬
く
な
り
、
血
液
の
通
り
道
が

狭
く
な
り
ま
す
。
狭
く
な
る
と
腎
臓

へ
流
れ
る
血
液
量
が
減
り
腎
臓
の
糸

球
体
（
体
に
必
要
な
も
の
と
、
い
ら

な
い
も
の
を
ろ
過
し
て
い
る
と
こ

ろ
）
が
硬
く
な
っ
た
り
、
腎
臓
が
萎

縮
し
て
、
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
徐
々
に
腎
臓
に
障

害
を
き
た
し
腎
臓
の
働
き
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
か
ら
透
析
が
必
要
に
な

る
の
で
す
。

　

ま
た
、
レ
ニ
ン
と
呼
ば
れ
る
血
圧

を
調
整
す
る
酵
素
も
腎
臓
で
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
腎
臓
が
悪
く
な
る
と

こ
の
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
調
整
が
利
か

な
く
な
っ
て
血
圧
が
上
が
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
血
圧
が
高
く
な
る
と
腎

臓
を
傷
め
、
ま
た
、
腎
臓
が
悪
い
と

血
圧
の
調
整
が
で
き
な
く
な
り
血
圧

が
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
血
圧

と
腎
臓
は
こ
の
よ
う
に
密
接
な
関
係

を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

前
回
は
人
工
透
析
導
入
に
至
っ

た
患
者
さ
ん
の
原
因
疾
患
で
は
糖

尿
病
が
一
番
多
い
と
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
今
回
も
人
工
透
析
導
入
患

者
さ
ん
の
原
因
疾
患
推
移
か
ら
高

血
圧
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

前
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
第

１
位
は
糖
尿
病
性
腎
症
、
第
２
位

は
慢
性
糸
球
体
腎
炎
、
第
３
位
は

腎
硬
化
症
で
す
。
こ
の
腎
硬
化
症

が
高
血
圧
の
持
続
に
よ
り
生
じ
る

腎
障
害
の
こ
と
で
す
。
人
工
透
析

導
入
の
主
要
原
因
疾
患
の
一
つ
が

高
血
圧
で
す
。

　

高
血
圧
が
ど
う
し
て
腎
臓
を
傷

め
る
の
か
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

高
血
圧
と
は
、
必
要
以
上
に
血

管
に
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
状
態

で
す
。
私
た
ち
の
全
身
に
は
血
管

が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
臓
器
に

健幸サポート教室のお知らせ！

日　時　11 月 29 日（木）

　　　　９時 30 分～受付

場　所　総合福祉センター

　　　　　　　　　　「ひまわりの里」

テーマ　「高血圧」

内　容　保健師・管理栄養士の話と試食

その他　予約制で参加費は無料です。

　　　　詳しくはお問い合せくだ

　　　　さい。

成人における血圧値の分類

至適血圧

正常血圧

Ⅰ度高血圧

正常高値血圧

Ⅱ度高血圧

Ⅲ度高血圧

160

140

130

120

180

（mmHg）

拡張期血圧
80 11085 90 100 （mmHg）

収
縮
期
血
圧 正常血圧ですが、高めです。生活習慣

を改善しましょう。

生活習慣の改善が必要です。１～３カ
月以内に再測定し、高ければ医師の指
示による薬物治療が必要です。

直ちに生活習慣改善、医師の指示によ
る薬物治療が必要です。

家庭血圧の正常基準

糖尿病者 若年・中年者 高齢者（65 歳以上） 家庭血圧

治療対象血圧
収縮期血圧 130 以上 140 以上 140 以上 135 以上

拡張期血圧 80 以上 90 以上 90 以上 85 以上

降圧目標血圧
収縮期血圧 130 未満 130 未満 140 未満

拡張期血圧 80 未満 85 未満 90 未満

成人における治療対象血圧・降圧目標血圧

高
血
圧
が
持
続
す
る
。

腎
臓
の
細
い
血
管
（
動
脈
）

が
硬
く
な
る
。

腎
臓
の
血
流
量
が
少
な
く
な

り
、
糸
球
体
が
硬
く
な
る
。

腎
萎
縮
な
ど
が
起
き
る
。

血
管
（
動
脈
）
の

壁
が
厚
く
な
り
、

血
液
の
流
れ
る
道

が
狭
く
な
る
。

腎
臓
の
働
き
が

障
害
さ
れ
る
。

（
腎
硬
化
症
）

血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
腎
臓
を
守
る

　

皆
さ
ん
、
ご
自
身
の
血
圧
が
ど
の

く
ら
い
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
は
、
血
圧
の
値
を
知
る
こ
と

か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
始
ま
り
ま
す
。

血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が

腎
臓
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
ら

食
事
は
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
。」
と
言

わ
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
減
塩
は
お

薬
を
服
用
中
の
方
も
必
要
で
す
。

　

次
回
（
1
月
号
）
は
、「
腎
臓
を
守

る
た
め
の
予
防
方
法
に
つ
い
て
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

（
ひ
ま
わ
り
の
里
）
☎
６
５
・
０
０
０
１

も
血
管
が
あ
り
ま
す
。
全
身
に
血

液
を
流
す
た
め
に
心
臓
が
収
縮
と

拡
張
を
繰
り
返
す
ポ
ン
プ
の
役
割

を
し
て
い
ま
す
。

　

血
圧
は
、
心
臓
が
収
縮
し
た
と

き
と
拡
張
し
た
と
き
の
血
管
に
か

か
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。
血
管
自

体
が
硬
い
と
き
や
血
液
の
量
が
多

い
と
き
な
ど
に
圧
力
が
必
要
に
な

り
、
高
血
圧
と
な
り
ま
す
。

　

高
血
圧
を
放
置
す
る
と
血
管
は

傷
み
、
動
脈
硬
化
が
起
こ
り
ま
す
。

全
身
や
臓
器
の
血
管
に
動
脈
硬
化

が
起
こ
る
の
で
す
。
動
脈
硬
化
は

心
臓
病
や
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
す

リ
ス
ク
に
も
な
り
ま
す
。

～
人
工
透
析
か
ら
見
る
高
血
圧
～
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暮
ら
し
の
情
報

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

【
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
講
演
会
】

日　

時　

11
月
26
日
㈪ 

13
時
30
分
～
16
時

場　

所　

糸
島
市
人
権
セ
ン
タ
ー

　
（
糸
島
市
前
原
東
二
ー
二
ー
一
）

内　

容　

拉
致
問
題
を
考
え
る
み
ん
な
の
集

い
～
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
救
出
を
～

申
込
み　

不
要

主　

催　

福
岡
法
務
局
、
福
岡
県
、
糸
島
市

協
力
団
体　

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本

人
を
救
出
す
る
福
岡
の
会

問
合
先　

健
康
福
祉
課
福
祉
係
（
ひ
ま

わ
り
の
里
）
☎
６
５
・
０
０
０
１

　

九
州
工
業
大
学
で
は
、
最
先
端
の
研

究
者
の
話
を
気
軽
に
聞
け
る
「
サ
イ
エ

ン
ス
・
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

11
月
16
日
㈮ 

18
時
～
19
時
30
分

場　

所　

九
州
工
業
大
学 

飯
塚
キ
ャ
ン

パ
ス 

福
利
棟
２
階
喫
茶
（
飯
塚
市
川

津
六
八
〇
ー
四
）

テ
ー
マ　
「
化
粧
品
と
光
の
科
学
」

ゲ
ス
ト　

情
報
工
学
研
究
院
シ
ス
テ
ム
創

成
情
報
工
学
研
究
系
教
授　

岡
本 

卓
氏

参
加
費　

無
料
（
コ
ー
ヒ
ー
・
お
菓
子
付
き
）

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
当
日
ま
で
可
）。

問
合
先　

九
州
工
業
大
学 

情
報
工
学
部 

広
報
室　

☎
２
９
・
７
５
０
９

　

福
岡
県
立
大
学
・
福
岡
女
子
大
学
・

九
州
歯
科
大
学
で
は
、
３
大
学
連
携
県

民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
21
日
㈬ 

14
時
～
16
時

場　

所　

福
岡
県
立
大
学
講
堂
（
田
川
市

伊
田
四
三
九
五
）

内　

容　

講
演
等

○
食
と
生
活
を
支
え
る
在
宅
ケ
ア

○
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
地
域
医
療
連
携

○
歯
の
健
康
と
咀そ

し
ゃ
く嚼
機
能

参
加
費　

無
料

定　

員　

２
０
０
人

※
申
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

福
岡
県
立
大
学
付
属
研
究
所

　

☎
０
９
４
７
・
４
２
・
１
３
２
６

暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

　

解
雇
、
賃
金
の
未
払
い
、
い
じ
め
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
職
場
の
労
働
問
題
に
つ

い
て
専
門
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

日　

時　

11
月
19
日
㈪ 

13
時
～
19
時

　

弁
護
士
相
談 

15
時
～
17
時

場　

所　

穂
波
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
飯
塚
市
枝
国
四
〇
二
ー
一
〇
〇
）

対　

象　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
も
可

申
込
み　

不
要

問
合
先　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事

務
所　

☎
２
２
・
１
１
４
９

　

あ
な
た
の
悩
み
を
人
権
擁
護
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

12
月
４
日
㈫ 

13
時
～
16
時 

場　

所　

桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

申
込
み　

不
要

問
合
先　

飯
塚
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
（
福
岡
法
務
局
飯
塚
支
局
内
）

　

☎
２
２
・
１
５
８
０

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）
で
は
、

母
子
・
父
子
家
庭
又
は
離
婚
協
議
中
の

方
を
対
象
に
、
養
育
費
に
関
す
る
電
話

相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間　

平
日 

９
時
～
16
時

相
談
電
話　

☎
２
１
・
０
３
９
０

　

飯
塚
調
停
協
会
で
は
、
民
事
・
家
事

調
停
委
員
に
よ
る
「
無
料
調
停
相
談
会
」

を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
24
日
㈯ 

10
時
～
15
時

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
飯
塚
市
飯
塚
一
四
ー
六
七
）

相
談
内
容　

金
銭
・
土
地
・
建
物
・
交

通
事
故
等
の
ト
ラ
ブ
ル
、
夫
婦
問
題
・

遺
産
分
割
・
家
庭
内
の
も
め
ご
と
等

※
調
停
と
は
、
裁
判
の
よ
う
に
勝
ち
負

け
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
話
し
合

い
に
よ
り
、
お
互
い
が
合
意
す
る
こ

と
で
、
も
め
ご
と
の
解
決
を
図
る
手

続
き
で
す
。

申
込
み　

不
要

問
合
先　

飯
塚
調
停
協
会

　

☎
２
２
・
１
１
５
０

　

筑
豊
市
民
大
学
で
は
、
公
開
講
演
会

（
演
劇
鑑
賞
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

12
月
８
日
㈯ 

開
場 

12
時
30
分
～

　

開
演 

13
時
30
分
～
15
時

場　

所　

福
岡
県
立
大
学
講
堂
（
田
川
市

伊
田
四
三
九
五
）

内　

容　

海
流
座
公
演
「
不
思
議
な
卵
」

（
ト
ル
ス
ト
イ
作
イ
ワ
ン
の
ば
か
よ
り
）

演
出
出
演　

米
倉
斉
加
年

特
別
出
演　

森
口
博
子

参
加
費　

原
則
無
料
（
た
だ
し
、
趣
旨
を

理
解
い
た
だ
き
、
若
干
の
カ
ン
パ
を
お

願
い
し
ま
す
。）

申
込
み　

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
複
数
参
加

の
場
合
は
、
一
枚
に
そ
れ
ぞ
れ
記
入
）。

申
込
期
限　

11
月
30
日
㈮
必
着

定　

員　

４
０
０
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
先　

〒
８
２
５
・
８
５
８
５

　

田
川
市
大
字
伊
田
四
三
九
五

　

福
岡
県
立
大
学
付
属
研
究
所 

生
涯
福
祉

研
究
セ
ン
タ
ー
内 

筑
豊
市
民
大
学

問
合
先　

筑
豊
市
民
大
学
（
秋
吉
）

　

☎
０
８
０
・
５
２
１
０
・
０
２
４
５

　

福
岡
法
務
局
と
福
岡
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
～
10
日
の

人
権
週
間
に
お
け
る
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
12
月
１
日
㈯
に
県
内
一
斉
無
料
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お

電
話
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
と
法

務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　

時　

12
月
１
日
㈯ 

９
時
～
17
時

相
談
電
話

　
　

０
１
２
０
・
３
０
７
・
４
０
５

　
（
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利
用
可
）

問
合
先　

福
岡
法
務
局 

飯
塚
支
局

　

☎
２
２
・
１
５
８
０

　

社
会
保
険
労
務
士
が
解
雇
、
残
業
代

未
払
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
問
題

や
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
年
金

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　

時　

11
月
23
日
㈮ 

10
時
～
16
時

相
談
電
話

　

☎
０
９
２
・
４
１
４
・
４
８
６
４

問
合
先　

福
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　

☎
０
９
２
・
４
１
４
・
８
７
７
５

「
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。」

　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　

福
岡
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
々
の
心
の
ケ
ア
を
お
手
伝
い

す
る
相
談
電
話
「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・

ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
匿
名

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
女
性
の
臨
床
心
理

士
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
時
間　

平
日 

９
時
～
17
時
45
分

相
談
電
話

　

☎
０
９
２
・
６
３
２
・
７
８
３
０

働
く
人
の
な
ん
で
も
労
働
相
談

相
談
・
法
律

　

各
種
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

「
勤
労
感
謝
の
日
」
に
電
話
相
談

日　

時　

12
月
７
日
㈮ 

14
時
～
16
時

場　

所　

若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
ハ
ー
ト
フ
ル
」（
宮
若
市
福
丸
二
七
二
ー
一
）

内　

容　

講
演

○
あ
な
た
の
大
切
な
腎
臓
を
守
る
た
め
に

○
腎
臓
を
守
る
食
生
活
に
つ
い
て

参
加
費　

無
料

定　

員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

12
月
３
日
㈪
ま
で
に
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手

保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

健
康
増
進
課

　

☎
２
１
・
４
８
１
５

日　

時　

12
月
１
日
㈯ 

11
時
30
分
～
16
時

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
飯
塚
市
飯
塚
一
四
ー
六
七
）

内　

容　

糖
尿
病
教
育
講
演
（
糖
尿
病
腎
症

の
治
癒
を
め
ざ
し
て
）・
患
者
体
験
発
表
・

栄
養
士
ア
ド
バ
イ
ス
・
健
康
測
定
・
眼
底

検
査
・
足
の
チ
ェ
ッ
ク
・
医
療
相
談
等

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要
（
当
日
受
付
）

問
合
先　

筑
豊
糖
尿
病
懇
話
会
（
あ
そ
う
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
☎
２
９
・
１
６
６
６

筑
豊
市
民
大
学
公
開
講
演
会
（
演
劇
）

講
演
・
研
修

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談

福
岡
県
立
３
大
学
連
携
県
民
公
開
講
座

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
講
演
会

腎
臓
病
予
防
講
演
会

サ
イ
エ
ン
ス
・
カ
フ
ェ

第
21
回
筑
豊
糖
尿
病
の
集
い

養
育
費
の
電
話
相
談

無
料
調
停
相
談
会

平 24. 広報けいせん 11 月　28 頁29 頁　 平 24. 広報けいせん 11 月



暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

　

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
嘉
穂
で
は
、
今
年
も

「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　

両
日
と
も
９
時
～
16
時

場　

所　

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
嘉
穂
本
所
敷
地
内

　
（
飯
塚
市
小
正
三
一
九
ー
一
）

内　

容　

地
元
農
産
物
の
直
売
、
地
元
園

児
や
高
校
、
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
福
引
抽
選
会
等

問
合
先　

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
嘉
穂 

農
業
振

興
企
画
課　

☎
２
４
・
７
０
９
３

　

最
高
の
時
間
が
見
つ
か
る
よ
う
に
、

様
々
な
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

11
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　

両
日
と
も
10
時
～
22
時

場　

所　

九
州
工
業
大
学 

飯
塚
キ
ャ
ン

パ
ス
（
飯
塚
市
川
津
六
八
〇
ー
四
）

内　

容　

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
大
会
、
ク
イ
ズ

大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
サ
ー
ク
ル

展
示
、
模
擬
店
等

問
合
先　

九
州
工
業
大
学 

情
報
工
学
部 

広
報
室　

☎
２
９
・
７
５
０
９

　
「
ふ
ん
こ
ろ
が
し
グ
ル
ー
プ
」
は
、
水

彩
で
風
景
画
等
を
描
く
嘉
飯
山
地
区
同

好
会
で
す
。
２
０
０
０
年
発
足
以
来
、

各
地
で
展
示
会
を
開
催
し
て
お
り
、
昨

年
か
ら
桂
川
町
で
も
展
示
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
筑
豊
近
郊
の
風

景
画
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

会　

期　

11
月
14
日
～
20
日

　

※
19
日
㈪
を
除
く

場　

所　

王
塚
装
飾
古
墳
館
「
コ
ダ
イ
ム

王
塚
」

展
示
数　

40
～
50
点

問
合
先　

水
彩
で
風
景
を
描
く
ふ
ん
こ
ろ

が
し
グ
ル
ー
プ　

☎
２
８
・
０
０
０
８

　

福
岡
県
立
嘉
穂
特
別
支
援
学
校
で
は
、

作
業
学
習
や
美
術
科
等
で
児
童
・
生
徒

が
作
成
し
た
学
習
作
品
等
を
展
示
す
る

「
ア
ー
ト
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
27
日
～
12
月
３
日

場　

所　

イ
オ
ン
穂
波
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
飯
塚
市
枝
国
六
六
六
ー
四
八
）

問
合
先　

福
岡
県
立
嘉
穂
特
別
支
援
学
校

　

☎
４
２
・
１
５
１
１

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
は
、
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納
付

見
込
み
を
含
む
）
し
た
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
一
年
間

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
、
11
月
上

旬
に
被
保
険
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
年
の
途
中
か
ら
加
入
し
た

場
合
な
ど
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納

付
す
る
方
は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
同

様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

　

平
成
24
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
15
日
㈭

【
午
前
の
部
】
10
時
～
12
時
（
９
時
30
分
～
受
付
）

【
午
後
の
部
】
14
時
～
16
時
（
13
時
30
分
～
受
付
）

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

　

大
ホ
ー
ル
（
飯
塚
市
飯
塚
一
四
ー
六
六
）

問
合
先　

飯
塚
税
務
署 

法
人
課
税
第
一

部
門 

源
泉
所
得
税
担
当

　

☎
２
２
・
６
７
９
３

　

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

で
は
、12
月
１
日
の「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

に
ち
な
み
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
行
い

ま
す
。

日　

時　

12
月
１
日
㈯ 

９
時
～
15
時

場　

所　

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所 

別
館
１
階

　
（
飯
塚
市
新
立
岩
八
ー
一
）

内　

容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
・
予
約
な
し
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
迅
速
検
査
に
て

採
血
後
１
時
間
程
度
で
結
果
を
ご
本
人

に
お
知
ら
せ
し
ま
す（
結
果
内
容
に
よ
っ

て
は
そ
の
後
、
再
度
の
来
所
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
）。

問
合
先　

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所 

保
健
衛
生
課 

感
染
症
係

　

☎
２
３
・
５
９
１
１

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付

生
活
・
雇
用

給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

暮
ら
し
の
情
報

市
町
村
（
政
令
市
を
除
く
）
が
共
同
で

筑
紫
野
市
に
公
文
書
館
を
開
設
し
ま
し

た
。収
蔵
規
模
は
、県
公
文
書
約
21
万
冊
、

市
町
村
公
文
書
約
67
万
冊
が
収
蔵
で
き

ま
す
。
公
文
書
館
を
通
じ
て
、
自
分
の

ま
ち
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
館
日　

11
月
18
日
㈰

場　

所　

筑
紫
野
市
上
古
賀
一
ー
三
ー
一

問
合
先　

福
岡
県
共
同
公
文
書
館

　

☎
０
９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
６

　

県
税
は
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
、

郷
土
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
貴
重
な

財
源
で
す
。
個
人
事
業
税
第
２
期
分
の

納
期
限
は
11
月
30
日
で
す
。
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事

務
所 

課
税
第
１
課
事
業
税
係

　

☎
２
１
・
４
９
０
３

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）
で
は
、

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
父
子
家
庭
の

お
父
さ
ん
（
い
ず
れ
も
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
）
を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
、
就
業
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
日
の
相
談

　

時　

間　

９
時
～
17
時

　

場　

所　

桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

日
曜
日
の
相
談

　

時　

間　

９
時
～
16
時

　

場　

所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
（
春
日
市
原
町
三
ー
一
ー
七
）

問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

日　

時　

①
11
月
25
日
㈰ 

②
12
月
２
日
㈰

③
12
月
９
日
㈰　

す
べ
て
10
時
～
14
時

場　

所　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯

塚
地
域
事
務
所（
飯
塚
市
川
津
六
三
九
ー
一
）

種　

目　

高
等
工
科
学
校
生
徒
中
卒（
見

込
含
む
。）
で
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
で
17
歳
未
満
の
者

区　

分　

一
般

問
合
先　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　

飯
塚
地
域
事
務
所 

☎
２
２
・
４
８
４
７

　

福
岡
労
働
局
で
は
、「
今
日
は
定
時
で

帰
ろ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
11
月

14
日
㈬
の
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
毎
日
残
業
」
で
は
な
く
、
働
き
方
に

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
だ
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導
入
し
て
い
な

い
職
場
は
、
こ
の
機
会
に
導
入
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
先　

福
岡
労
働
局
監
督
課

　

☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
８
６
２

　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄

物
の
処
理
が
、
北
九
州
市
で
始
ま
り
ま
し

た
。
北
九
州
市
で
は
、
国
の
基
準
よ
り
も

厳
し
い
基
準
を
設
け
、
放
射
線
量
な
ど
を

測
定
し
な
が
ら
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

で
は
、
今
後
と
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

に
よ
る
放
射
線
量
の
監
視
を
実
施
し
、
安

全
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
放
射
線
量
の

測
定
デ
ー
タ
や
処
理
の
必
要
性
・
安
全
性

に
つ
い
て
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

福
岡
県
廃
棄
物
対
策
課

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
６
３

福
岡
県
最
低
賃
金

　

１
時
間 

７
０
１
円

※
適
用
は
平
成
24
年
10
月
13
日
か
ら　

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も
。

問
合
先　

福
岡
労
働
局
賃
金
課

　

☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７
８

　

公
文
書
は
、
各
自
治
体
の
政
策
や
事

業
の
意
思
形
成
過
程
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
明
治
以
降
の

歴
史
資
料
と
し
て
、
重
要
な
公
文
書
を

住
民
の
共
有
財
産
と
し
て
適
切
に
保
存

し
、
未
来
に
残
し
て
い
く
た
め
、
県
と

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
説
明
会

試
験
・
採
用

母
子
・
父
子
家
庭
の
就
業
支
援

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
嘉
穂
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

催
し
・
募
集

九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部 

工
大
祭

ふ
ん
こ
ろ
が
し
グ
ル
ー
プ
絵
画
展

嘉
穂
特
別
支
援
学
校
ア
ー
ト
展

11
月
14
日
は
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー

生
活
・
雇
用

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理

福
岡
県
最
低
賃
金
改
定
の
お
知
ら
せ

福
岡
共
同
公
文
書
館
オ
ー
プ
ン

個
人
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ
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交通事故発生状況 （９月中）
飯塚署管内【飯塚市・桂川町】
   発生件数　　108 件（993）
   負傷者数　　157 人（1379）
   死亡者数　　 0 人（3）

桂川町内で発生した交通事故
   発生件数　　  7 件（55）
   負傷者数　　  8 人（70）
   死亡者数　　　 0 人（0）

※（  ）内は、平成 24 年 1 月～ 9 月累計

交通 防犯

平成 24 年１月～ 9 月累計：79 件

青色防犯
 パトロール

桂川町内の街頭犯罪件数 （９月中）

◆バッグ・貴重品等、車内に置きっぱなしはダメ！
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◆夜間・薄暮時は明るい服装で！

（９月中）
飯塚地区消防組合管内【飯塚市・嘉麻市・桂川町】

火災

建 物 火 災 4 件（36）
林 野 火 災 0 件（2）
車 両 火 災 1 件（8）
その他火災 0 件（24）
　合　計　 5 件（70）

救急 出 場 件 数 691 件（6766）
搬 送 人 員 661 件（6313）

    ※（  ）内は、平成 24 年 1 月～ 9 月累計

消防

◆その救急車、本当に必要ですか？

防犯・防災情報ページ

消すまでは 出ない行かない 離れない安全を見守る

火災等発生状況

3

防犯・防災情報ページ
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　全国一斉 秋の火災予防運動が、11 月９日

（金）から 15 日（木）までの一週間実施されます。

　桂川町でも、11 月４日から 10 日までの間、

各地域において、消防団が夜警・火災予防啓発

活動等を行います。また、この期間中は、20

時に防災サイレンを１分程度鳴らします。

◎秋の火災予防運動２大推進項目

　今年度の秋の火災予防運動では、２つの推進

項目が掲げられています。

老朽化した消火器にご注意ください！

　今年９月に大分県宇佐市で、消火器の中身の

抜き取り作業中に消火器が破裂し、男性１名が

死亡するという事故が発生しました。

※消火器が風雨にさらされる場所等に設置され

ていないかを確認するとともに、腐食が進ん

でいる場合は、絶対に使用しないでください。

※不用になった消火器は、放射、解体等を自ら

行うことなく、回収を行う業者に廃棄処理を

依頼してください。

　火災の多発期を迎え

るにあたり、町民の生

命、財産を守る消火活

動に万全を期するた

め、桂川町内の消火栓

の機能検査を実施しま

す。皆さまのご理解と

ご協力をよろしくお願

いします。

【検査対象】

　地上式消火栓32基、地下式消火栓155基

【検査要領】

①蓋、枠、放口キャップ等の外観検査及び作動検査

②主弁を開放し、汚濁の出ない程度の放水

【その他】雨天、災害発生時は順延します。

11 月９日～ 15 日

全国一斉 秋の火災予防運動！消防
住宅用火災警報器の設置はお済みですか？

　平成 16 年の消防法の改正

により、すべての住宅に住宅

用火災警報器の設置が義務付

けられています。

　住宅火災は、就寝時間と夕

食の準備時間に発生する割合

が多いのが特徴です。特に就

寝中だと火災の発生に気づきにくく、逃げ遅れ

てしまう可能性が高くなります。

　住宅用火災警報器は、煙や熱を感知し、いち

早く火災の発生を知らせてくれます。警報器を

備えたことで、大切な生命や財産を守ることが

できた事例も数多く報告されています。

　まだ取り付けていない世帯は、早急に設置を

お願いします。

※近年、これに便乗した不適正な価格（市場価

格を超える高額な価格）・無理強い販売など

を行う業者も発生していますので、ご注意く

ださい。

桂川町内 187 基の

消火栓機能検査にご協力ください！消防
【検査日】

検査日 検査区域

11 月 12 日（月） 豆田、九郎丸

11 月 13 日（火） 瀬戸、寿命、中屋

11 月 14 日（水） 土居一、土居二、土居三

11 月 15 日（木） 内山田、土師一、土師二

11 月 16 日（金） 土師三、土師四、土師五、土師六

11 月 17 日（土） 土師七、土師八、土師九、土師十、
平山一、平山二、二反田

11 月 19 日（月） 吉隈一、吉隈二、吉隈三、天道

11 月 20 日（火） 笹尾一、笹尾二、弥栄

　※予備日　11 月 26 日～ 30 日

【問合先】桂川消防署　☎６５・０３２１

　タイヤの溝に様々な役割があ

ります。太い縦溝は「静寂性」

を向上させ、流れるような横溝

は「排水性」を向上させます。

　排水性は雨天走行には欠かせ

ない性能です。溝が少なくなる

と排水性が悪くなり、雨天走行

時にスリップや制動能力に影響

が出ます。極度に摩耗したタイ

ヤを使い続けると、乾燥路面で

もスリップの危険性があり、最

悪の場合はバーストや事故につ

ながる恐れもあります。

自動車を運転する皆さんへ

車のタイヤは大丈夫？注意
　タイヤには「スリップサイン」と

呼ばれる溝の深さを表す部分があり

ます。タイヤの側面から見ると「△」

印がスリップサインの場所を示すも

ので、△印の延長上のタイヤ接地面

の溝の中で少しだけ盛り上がった部

分がスリップサインです。

　スリップラインは高さが 1.6㎜に

調整されており、スリップラインの

高さとタイヤの接地面が同じ高さに

なる前がタイヤの交換時期です。

　日ごろから、十分なタイヤ整備で

安全運転をお願いします。

▲ スリップサインの位置

▲ スリップサイン

2
1

平 24. 広報けいせん 11 月　32 頁33 頁　 平 24. 広報けいせん 11 月



古代くん広場 まちのわだい

この走り！ ちゃんと撮ってよ！

土 師 保 育 所
10 月８日

あくび出ちゃった！

華麗なダンスを披露！

親子で楽しそう！

先生の胸に飛びこめ～！

吉 隈 保 育 所
10 月７日

かけっこスタート！

お父さんも頑張りました！

ばっちりそろったダンス！

運動会って楽しいな～！

善 来 寺 保 育 園
10 月７日

かわいいダンスを披露！

個性あふれるスタート前！

３人そろって目がまわるぅ～！

その笑顔にくぎづけ！

桂 川 幼 稚 園
10 月７日

玉入れスタート！

もう少しで跳べたのに！

先生引っぱられています！

色鮮やかな衣装でレッツダンス！

桂 川 小 学 校
10 月３日

笑顔でゴール！

ソーラン節 THE FINAL!

４人で息を合わせて！

絶対に負けないぞ～！

桂 川 東 小 学 校
９月 30 日

フレー フレー 赤組！

バランス取れています！

太鼓を使ったダンスの入場！

けいせんの秋の運動会！みんなが主役！走って・踊って
楽しんだ！

古代くん広場
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剣 士が日ごろの成果を発揮して！
修刀館（練習生募集	☎ 090-9595-0611	花田まで）

▲ 農園でナスの収穫をする生徒たち。

▲ 色とりどりのドレスでフラダンスを踊りました。

　笹尾二区の敬老会が、福祉部と隣組長が中心となって、

同区の公民館で９月 23 日に行われ、長寿を祝いました。こ

の日は、手作り料理やお酒が振る舞われ、ステージでは、

77 歳以上の９名が、フラダンスで参加者を魅了しました。

踊り終えると、アンコールが起き、再びフラダンスを披露。

皆で楽しいひとときを過ごしました。

未  来の自分を探しに！
桂川中学校「嘉穂総合高校で特別授業」

　10 月５日、桂川中学校の３年生 128 人が嘉穂総合高校

で特別授業を受けました。これは、高校でどのような授業

が行われているのかを体験してもらおうと今年初めて取り

組まれたものです。嘉穂総合高校には、普通科、地球環境

システム科、ロボットシステム科、ＩＴシステム科など多

くの学科があり、生徒たちは関心のあるコースを選び、熱

心に受講していました。

フ  ラダンスを披露！ アンコールまで！
笹尾二区	敬老会長 寿をたくさんの人で祝いました！

弥栄区	敬老会

古代くん広場

　10 月 14 日、弥栄区の敬老会が同区の公民館で行われ、

58 人（うち白藤の苑 22 人）の対象者が参加しました。福

祉部と隣組長が中心となって、お酒や弁当、記念品等で長

寿をお祝いしました。ステージでは、対象者自らが、カラ

オケや舞踊などを披露し、参加した全員が楽しいひととき

を過ごしました。

▲ ステージでは、艶やかな着物姿で日舞が披露されました。

　９月 22 日、第 37 回飯塚少年剣道大会が飯塚市で開催さ

れ、修刀館の畠中美聡さん（中２）が個人戦中学生女子の

部で第三位の成績を収めました。畠中さんに感想を聞くと、

「日ごろの練習の成果が発揮できて、とてもうれしかったで

す。」と話してくれました。修刀館では、練習生を募集して

います。練習日は毎週月・水・木曜日です。あいさつ・礼儀・

がんばる力を養うため、剣道を始めてみませんか。

▲ 次の大会では、優勝できるよう頑張りますと意気込む
畠中美聡さん。

▲ この日は、天気に恵まれ、楽しく作業できました。

　９月 26 日、桂川町老人クラブ連合会が、町内の各地域で

清掃活動を行いました。これは、全国老人クラブ社会奉仕

活動に合わせた取組で、毎年行っているものです。今年も

約 70 人が参加し、湯の浦森林公園や各地域のグラウンド、

神社などを一斉に清掃しました。桂川町老人クラブの皆さ

ん、ありがとうございました。

楽  しく清掃活動をしました！
桂川町老人クラブ連合会	清掃活動

▲ 飲酒運転は絶対しない、させない、許さない！

桂  川のアスリートが活躍！
スポーツフェスタ・ふくおか「第55回福岡県民体育大会」

　９月 24 日、朝の通勤・通学ラッシュで多くの乗降客が行

きかう桂川駅前で「秋の交通安全県民運動」の街頭啓発が

行われました。この啓発は、毎年、桂川幼稚園の園児らが

参加し行われているもので、今年も交通安全グッズ等を配

布し、交通安全を呼びかけました。皆さんも日ごろから交

通安全を意識し、事故を未然に防ぎましょう。また、飲酒

運転は絶対にやめましょう。

広  めよう早めのライトと反射材！
秋の交通安全街頭啓発

○夏季大会（８月 26 日開催）
　昨年より一人増え３人が出場。昨年に続き、九郎丸の荒木

素
つ ね ほ

穂さんが水泳２種目で優勝、準優勝の成績を収めました。

○秋季大会（９月 22・23 日開催）
　４種目６団体 81 人が出場。バスケットボールの一般男子

が初参加。ソフトボールの一般男子が準優勝、バレーボー

ルの一般女子が３位の成績を収めました。

▲ 決勝で太宰府市に１対４で惜敗し、準優勝のソフトボールの
一般男子。

古代くん広場 まちのわだい

優  良郡市区町村老人クラブ連合会表彰！
桂川町老人クラブ連合会	全国老人クラブ連合会表彰

　10 月４日、全国老人クラブ連合会の創立 50 周年記念全

国老人クラブ大会が東京都千代田区の日比谷公会堂で開催

され、桂川町老人クラブ連合会が「優良郡市区町村老人ク

ラブ」として表彰を受けました。10 月 11 日には、富田会

長を始め８名の方が役場を訪れ、井上町長に受賞の喜びを

報告しました。

▲ 桂川町老人クラブでは、様々な活動を展開しています。
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文化・芸術の広場
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「ブルーインパルス」 中村  寛 さん撮影

広報紙に関するお問合せは、広報電算係 ☎ 65・1082 まで

編集 後記＊
Editorial Postscript

　今月号は 40 ページありますが、目にとまるのは運動会のページでは

ないでしょうか。子どもたちは、楽しそうに踊ったり、目一杯走ったり、

一生懸命応援したりと、様々な表情を見せてくれます。その写真を見て

いると思わず笑顔になります。

　先日、子どもの授業参観がありました。行ってすぐに、私の子どもが

恥ずかしそうに前に出て小さな声で発表しました。次の子も恥ずかしそ

うに発表。すると先生が「みんな緊張しちょろう？」と思わず口にしま

した。その後は、みんなの声が大きくなり、帰りのあいさつは学校中に

響くような元気な声でした。（原中一生）

笑顔の写真募集中！

誕生日の記念に、お子さんのステキな笑顔を掲載しませんか。

◉ 対象：町内居住の満１歳から３歳まで

◉ 締切：誕生月の前月 10 日
　　　　　（12 月生まれは 11 月 10 日まで、１月生まれは 12 月 10 日まで）

◉ お子さんの名前（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、お子さんへの
コメント（40 字以内）、住所、連絡先を記入したメモを添付ください。

◉ 申込：持参又はメール【 kohodensan@town.keisen.lg.jp 】で

【問合先】総務課 広報電算係　☎ 65・1082
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11月生まれ

Happy
Birthday

お誕生日おめでとう！

吉
よ し た け

武 篤
あ つ し

志くん ３歳
H21.11.12 生（弥栄）

お誕生日おめでとう♪
あっくん、色んな事に
チャレンジして

たくましく育ってね♪

▲

古代くん広場 まちのわだい

横
よ こ や ま

山 愛
い と し

史くん ３歳
H21.11.3 生（豆田）

いとしい愛史くん♡
いよいよ来年からは
幼稚園☆頑張ろう !!

大好きな弟とも仲良くね♪

桂  スポが全員野球で準優勝！
桂川町野球スポーツ少年団	桂川町長旗争奪ほっともっと杯

　今年度２回目の「通学合宿・野外体験キャンプ」が 10 月

８日から 13 日までの６日間で開催され、小学６年生 13 人

が参加しました。この合宿は、子どもたちに集団生活を通

して、自分でやり遂げる習慣や能力、協調性を身につけて

もらうのが目的。普段あまりやったことのない料理や洗濯

に悪戦苦闘の子どもたち。しかし、最終日には、一回り成

長した姿を見せてくれました。

小  学６年生 13 人、６日間の奮闘記！
通学合宿・野外体験キャンプ

　第 28 回桂川町長旗争奪ほっともっと杯少年野球大会の準

決勝、決勝が 10 月６日に第一町民グラウンドで開催されま

した。参加 50 チームの中から決勝に駒を進めた桂川町野球

スポーツ少年団。決勝は、手に汗握る投手戦が繰り広げられ、

６回まで両チーム無得点。７回表の桂スポの攻撃も無得点。

その裏、２アウトから連打を浴びゲームセット。負けはし

ましたが、素晴らしい試合を見せてくれました。

秘  伝味のからあげでＰＲ！
筑豊フェア2012

　10 月７日、筑豊 15 市町村の魅力をＰＲする「筑豊フェア」

が天神中央公園で開催されました。当日は、筑豊地域の農

産物や特産物などが販売され、桂川町は、ＪＡふくおか嘉

穂桂川支所の女性部が「秘伝味のからあげ」を出店しました。農産物直売所  けいせん とれたて村
お弁当・惣菜 販売中！

【と　き】毎週日曜日 ９時～ 12 時

【ところ】けいせん とれたて村販売所

【問合先】産業振興課 ☎ 65-1106
農産物出荷者 随時募集中！

※ 10 月から「ゆうパック」を始めました。米
や野菜などを送ることができます。
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町
長
室
か
ら

CALENDAR

平成 24 年 11 月行事カレンダー

▽
「
心
の
絆
」
が
原
点　
「
山
路
を
登
り
な
が

ら
、こ
う
考
え
た
・・
」。
夏
目
漱
石
の
“
草
枕
”

の
冒
頭
の
一
節
で
す
が
、
秋
も
深
ま
り
「
も

の
想
い
に
耽ふ
け

る
」
自
分
だ
け
の
時
間
を
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
、
車
を
ゆ
っ
く
り
走
ら
せ
な
が
ら
考

え
事
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
行

先
は
い
つ
も
の
所
。
何
の
変
哲
も
な
い
山
道

の
途
中
で
す
が
、
静
か
な
山
里
、
遠
方
の
景

色
を
眺
め
て
い
る
と
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま

す
。
想
い
を
巡
ら
せ
て
い
る
と
、
原
稿
の
案

が
浮
か
ぶ
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

　
『“
町
長
室
か
ら
”
は
町
長
が
書
い
て
い
る

ん
で
す
か
？
』
と
聞
か
れ
た
こ
と
が
何
度
か

あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
意
外
な
問
い
掛

け
で
す
が
、
そ
の
方
た
ち
は
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ

タ
ー
が
い
る
の
で
は
？　

と
思
わ
れ
た
よ
う

で
す
。『
自
分
で
書
い
て
い
ま
す
よ
』
と
答
え

る
と
安
堵
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

小
欄
に
限
ら
ず
、
広
報
の
原
稿
や
催
事
の

挨
拶
等
は
自
分
で
考
え
作
成
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
考
え

方
や
想
い
を
率
直
に
伝
え
る
に
は
最
も
良
い

方
法
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
勿
論
、

悩
ん
だ
り
書
き
直
し
た
り
す
る
こ
と
が
何
度

も
あ
り
ま
す
が
、
町
政
を
担
当
し
て
い
る
者

と
し
て
必
然
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
“
町
長
室
か
ら
”
の
テ
ー
マ
は
「
心
の
絆
」

で
す
。
今
後
と
も
、忌き
た
ん憚
の
な
い
意
見
・
要
望
・

質
問
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

桂
川
町
長　

井
上
利
一

【総合体育館開催】★ウォーキング教室（9:30 ～ 11:00） ★健康体操教室（14:00 ～ 15:30）

≫

12 月

≫

11 月

※ 在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。

K
E

ISEN  TO
W
N

　
行

事カ
レンダー

３
㈯

【当番医】大村内科医院
　☎ 65・0016（桂川町土師）
第 44 回桂川町文化祭
 9:00 ～ 16:30  住民センターほか

27
㈫

乳児健診（受付は対象月齢によって異なります）
　総合福祉センター
ブックスタート・フォローアップブック
スタート（町立図書館主催事業）
　上記乳児健診時に読み聞かせし、絵本２冊を配布
★ウォーキング教室

６
㈭★健康体操教室

２
㈰

【当番医】なかおクリニック
　☎ 21・5755（飯塚市堀池）

12
㈬

業者による補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

26
㈪

ピヨピヨ教室
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

23
㈮

【当番医】徳永眼科医院
　☎ 25・0011（飯塚市楽市）

10
㈪

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

15
㈭

１歳６カ月児健診
 13:15 ～ 14:00（受付）  総合福祉センター
★健康体操教室

22
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター
★健康体操教室

１
㈭★健康体操教室

４
㈰

【当番医】青柳医院
　☎ 65・0013（桂川町土師）
第 44 回桂川町文化祭
 9:00 ～ 16:30  住民センターほか
第 14 回図書館まつり
 9:30 ～ 16:00  町立図書館

６
㈫★ウォーキング教室

11
㈰

【当番医】あそう内科クリニック
　☎ 29・1666（飯塚市楽市）
第 10 回桂川町長杯グラウンド・ゴルフ大会
 9:00 ～  グラウンド・ゴルフ場

12
㈪

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

13
㈫

妊婦さん安心教室
 9:45 ～ 10:00（受付）  総合福祉センター
健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
★ウォーキング教室

14
㈬

わんぱく教室（あそび）
 10:30 ～ 12:00  総合福祉センター
業者による補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

８
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター
★健康体操教室

21
㈬

特定健診（集団）
 9:00 ～ 10:30（受付）  総合福祉センター
 ※要予約（保険環境課 ☎ 65・1097）

18
㈰

【当番医】塚本クリニック
　☎ 72・4388（飯塚市平塚）
桂川町文化事業 ソプラノ・ピアノコンサート
 13:30 ～（開場） 住民センター
桂川町環境美化の日行動
 8:30 ～ 10:00  町内全域

25
㈰

【当番医】上村皮ふ科・形成外科
　☎ 22・2973（飯塚市忠隈）

４
㈫

わんぱく教室（あそび）
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
★ウォーキング教室

11
㈫

健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
★ウォーキング教室

13
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター
★健康体操教室

24
㈯

ふるさと講座「嘉穂郡の歴史」シリーズ①
講師：貝嶋亮三氏
 13:30 ～ 15:30  コダイム王塚

20
㈫

妊婦さん安心教室
 9:45 ～ 10:00（受付）  総合福祉センター
★ウォーキング教室

まちづくり懇談会
 19:00 ～ 21:00  住民センター

９
㈰

【当番医】宮嶋耳鼻咽喉科
　☎ 28・3347（飯塚市南尾）
自治基本条例シンポジウム
 14:00 ～ 16:30  住民センター

16
㈰

【当番医】永芳医院
　☎ 72・0294（飯塚市阿恵）


